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「
第
一
回
農
業
祭
」

上
の
原
町
に
鉄
筋
四
階
建
て
の
市
営
住
宅
が
完
成
し
、
「
お
よ
げ
！

た
い
や
き
く
ん
」
が
一
世
を
風
び
し
た
昭
和
五
十(

一
九
七
五)

年
、
第

一
回
農
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
栃
尾
市
は
、
半
数
近
く
の
世
帯
で
農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
や
食
生
活
の
洋
風
化
な
ど
に
よ
り
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
。
農
作
業
は
田
植
え
機
や
バ
イ
ン
ダ
ー
な

ど
に
よ
る
機
械
化
が
進
ん
だ
も
の
の
、
専
業
農
家
や
農
業
を
主
と
す
る

第
一
種
兼
業
農
家
が
減
少
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十(

一
九
六
五)

年
に
七

十
三
％
だ
っ
た
日
本
の
食
料
自
給
率
も
、
わ
ず
か
十
年
で
五
十
四
％
ま

で
低
下
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
農
林
業
の
生
産
技
術
の
高
度
化
と
生
産
意
欲
の
向
上
を

も
っ
て
農
業
経
営
の
質
的
向
上
を
図
ろ
う
と
、
昭
和
五
十
年
十
月
十
九

日
に
「
第
一
回
農
業
祭
」(

昭
和
五
十
四
年
か
ら｢

農
業
ま
つ
り｣

と
改

称)

を
市
民
会
館
で
開
催
。
水
稲
、
養
蚕
、
畜
産
、
水
産
、
林
産
物
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
農
林
水
産
物
の
即
売
会
や
当
市
の
農
業
の
あ
ゆ

み
を
紹
介
す
る
資
料
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
は

農
協
合
併
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
記
念
式
典
も
併
せ
て
実
施
。
農
協
婦

人
部
に
よ
る
芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

今
で
は
、
「
栃
尾
産
」
の
農
作
物
の
味
や
品
質
は
市
外
・
県
外
に
も

知
れ
渡
り
、
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
が
訪
れ
る
農
業
ま
つ
り
。

会
場
は
毎
年
、
農
家
の
人
た
ち
の
愛
情
こ
も
っ
た
農
作
物
と
そ
れ
を
お

い
し
そ
う
に
食
べ
、
買
い
求
め
る
人
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

（
出
典

昭
和
五
十
年
十
一
月
十
日
発
行｢

広
報
と
ち
お｣

・
農
林
水
産
省
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
広
報
広
聴
係
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 皆 楽 荘 毎週月曜日
休 美 術 館 毎週月曜日
館 杜 々 の 森 冬期休業中

シーズン中無休(3月21日まで)日 ファミリースキー場
道 院 高 原 冬期休業中
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



長
野
県
の
職
員
が
二
月
十
三
日
、

住
宅
団
地
を
訪
れ
、
除
湿
機
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
住
民

が
結
露
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
長
野
県
が
、
六
十
六
世
帯
分
八
十

一
台
の
除
湿
機
を
贈
呈
し
た
も
の
で
、

受
け
取
っ
た
人
た
ち
は
「
こ
れ
で
快

適
に
暮
ら
せ
ま
す
」
と
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

下
塩
小
学
校(

佐
藤
修
一
校
長)

五

年
生
二
十
六
人
が
一
月
二
十
五
日
、

総
合
学
習
で
作
っ
た
米
を
住
宅
団
地

の
住
民
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
「
市
内
で
大
き
な

下
塩
小
児
童
が

米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

長
野
県
が除

湿
機
を
贈
呈

被
害
を
受
け
た
人
た
ち
を
元
気
付
け

る
た
め
、
顔
を
見
て
渡
し
た
い
」
と

話
し
合
い
訪
問
。
住
宅
を
一
軒
一
軒

回
り
、
「
私
た
ち
が
一
生
懸
命
作
っ

た
お
米
で
す
。
ぜ
ひ
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
か
け
手
渡
し
ま
し
た
。

心
温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
住
民
た

ち
は
、
「
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作

っ
た
お
米
を
、
あ
り
が
た
く
い
た
だ

き
ま
す
」
と
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

二
月
十
二
日
、
半
蔵
金
で
県
外
か

ら
駆
け
付
け
た
二
人
を
含
む
六
十
四

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
十
一
軒
の

雪
堀
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

当
日
の
積
雪
は
四
　
に
達
し
、
多

い
家
で
二
十
回
の
雪
掘
り
を
行
っ
た

半
蔵
金
で
雪
掘
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

半
蔵
金
。
横
浜
市
の
白
倉
昌
子
さ
ん

は
「
想
像
以
上
の
雪
の
量
で
驚
き
ま

し
た
。
地
震
と
雪
で
大
変
と
思
い
手

伝
い
に
来
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
た

ち
の
頼
も
し
さ
に
、
私
の
方
が
勇
気

付
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
半
蔵
金
区
長
の
石
丸
大
作
さ

ん
は
、
「
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
、

復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
が
二
月
二
十
日
、
お

り
な
す
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほ
だ
れ
祭
り
で
御
神
体
を
担
い
だ

こ
と
も
あ
る
ド
ラ
ム
ス
の
力
武
誠
さ

ん
な
ど
五
人
が
、
一
日
限
り
の
「
元

気
出
そ
う
！
栃
尾
バ
ン
ド
」
を
結
成

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

し
、｢

Ｉ

Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｌ
ｏ

ｖ
ｅ｣

な
ど
を
披
露
。
観
客
は
華
麗

な
演
奏
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

井
田
セ
イ
さ
ん(

住
宅
団
地)

に

市
長
が
米
寿
の
お
祝
い

馬
場
市
長
か
ら
米
寿
の
お
祝

い
状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

井
田
さ
ん
は
、
「
春
に
な
っ
た

ら
ぜ
ん
ま
い
を
取
り
に
行
き
た

い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。(

ほ
か
に
米
寿
を

迎
え
た
人
は
十
四
ペ
ー
ジ)

3
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私たちも応援します
近年にない大雪に見舞われた中で、中越大震災の被災者を励まそうと米や除湿機のプレゼント、雪

掘りボランティア、災害復興チャリティーＪＡＺＺコンサートなど、力強い支援が寄せられました。

また２月15日、住宅団地で米寿を迎えた井田セイさんに、馬場市長がお祝い状と記念品を贈りま

した。

住民に米を手渡す児童たち

屋根に達するほどの雪を
片付けるボランティア

観客を魅了したコンサート

除湿機を受け取る住民

お祝いを受ける井田さん

土
木
施
設

市
の
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧

は
、
昨
年
三
月
一
日
に
発
生
し
た
北

荷
頃
地
内
の
地
す
べ
り
災
害
、
７
・

集
中
豪
雨
災
害
、
中
越
大
震
災
を

13合
わ
せ
る
と
三
百
十
四
個
所
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
地
す
べ
り
災
害
お
よ

び
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
は
既
に
九
十

七
個
所
（
三
十
三
個
所
は
繰
越
工
事

と
し
て
五
月
こ
ろ
完
成
予
定
）
の
復

旧
工
事
を
発
注
し
、
残
り
の
個
所
に

つ
い
て
も
十
七
年
度
に
ほ
と
ん
ど
発

注
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
震
災

害
に
つ
い
て
は
、
十
七
年
度
中
の
工

市
の
災
害
復
旧
基
本
方
針

事
完
了
を
目
標
と
し
て
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

な
お
、
発
注
に
あ
た
っ
て
は
、
豪

雨
災
害
に
つ
い
て
は
通
勤
・
通
学
を

は
じ
め
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
路
線
、
地
区
の
営
農
に
重
要
な
幹

線
市
道
な
ど
で
ほ
か
に
迂
回
路
が
な

い
路
線
を
優
先
し
て
発
注
し
ま
す
。

ま
た
、
地
震
災
害
に
つ
い
て
は
迂
回

路
や
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
個
所
、

作
付
け
な
ど
に
影
響
の
あ
る
個
所
を

優
先
的
に
復
旧
し
ま
す
。

農
林
水
産
施
設

７
・

集
中
豪
雨
災
害
と
中
越
大

13

震
災
で
災
害
復
旧
国
庫
補
助
金
の
査

定
を
受
け
た
農
林
水
産
業
施
設
は
、

一
千
百
九
十
八
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
の
膨
大
な
個
所
の
災
害
復
旧
に

あ
た
っ
て
は
、
農
林
課
と
農
業
委
員

会
、
長
岡
地
域
振
興
局
、
越
後
な
が

お
か
農
業
協
同
組
合
が
連
携
し
、
地

域
と
農
家
の
協
力
に
よ
り
復
旧
工
事

を
進
め
、
最
大
限
の
作
付
け
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
集
落
に
災
害
対
策

復
旧
委
員
会
を
設
置
し
て
い
た
だ
い

て
調
整
を
行
い
、
請
負
建
設
業
者
・

連
携
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
復
旧
の

優
先
順
位
な
ど
を
協
議
し
、
可
能
な

限
り
水
稲
の
作
付
け
が
で
き
る
よ
う

効
率
的
な
施
行
計
画
で
災
害
復
旧
を

行
い
ま
す
。

※
農
林
水
産
施
設
に
つ
い
て
は
、
二

月
中
旬
に
各
集
落
で
開
催
し
た
説

明
会
で
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
長
岡
地
域
振
興
局
の

災
害
復
旧
担
当
課
長
二
人
も
出
席
し
、

次
の
と
お
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

７
・

集
中
豪
雨
災
害

13

集
中
豪
雨
災
害
に
伴
う
国
道
や
県

道
、
河
川
、
砂
防
、
地
す
べ
り
な
ど

の
復
旧
工
事
は
、
十
六
年
度
に
八
割

程
度
の
工
事
を
発
注
し
、
三
カ
年
で

復
旧
を
目
指
し
ま
す
。(

た
だ
し
、

改
良
工
事
を
同
時
に
行
う
刈
谷
田
川

水
系
の
復
旧
は
五
カ
年)

中
越
大
震
災

約
二
百
個
所
に
及
ぶ
国
道
や
県
道
、

河
川
、
砂
防
、
地
す
べ
り
な
ど
の
地

震
災
害
復
旧
工
事
は
、
十
七
年
度
に

集
中
し
て
発
注
し
、
十
七
年
か
ら
十

八
年
の
早
い
時
期
の
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

県
の
災
害
復
旧
基
本
方
針

2
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集
中
豪
雨
災
害
・中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

が
ん
ば
ろ
う｢

栃
尾｣

市
は
二
月
二
十
二
日
、
市
内
の
全
区
長
さ
ん
を
対
象
に
平
成
十
七
年

度
災
害
復
旧
方
針
説
明
会
を
開
催
し
、
昨
年
三
月
一
日
に
発
生
し
た
北

荷
頃
地
内
地
す
べ
り
災
害
、
７
・

集
中
豪
雨
災
害
お
よ
び
中
越
大
震

13

災
に
伴
う
土
木
施
設
や
農
林
水
産
施
設
の
災
害
復
旧
基
本
方
針
を
説
明

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
県
で
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
救
援
物
資
を
市
民
に

無
料
で
配
布
し
ま
す
。
（
詳
細
は
二
十
二
ペ
ー
ジ
参
照
）

人的被害（人） 住 家 被 害
全 壊 大規模半壊

死 者 行方不明 重 傷 軽 傷 棟 数 世 帯 棟 数 世 帯
1 － 14 78 44 44 60 60

住 家 被 害 非住家被害（棟） ※非住家については、
半 壊 一部損壊 全壊、大規模半壊、

公共施設 そ の 他棟 数 世 帯 棟 数 世 帯 半壊、一部損壊の区
234 234 5,569 5,637 34 872 分はありません。

（２月28日現在）◆中越大震災による人的被害・建物被害の状況

「
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
雪
消
え
を
待
っ
て
一
日

も
早
く
復
旧
を
図
り
た
い
」
と

語
っ
た
馬
場
市
長
（
文
化
セ
ン

タ
ー
、
二
月
二
十
二
日
）



◆
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立

に
資
す
る
た
め
、
各
団
体
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
や
意
向
・
実
情
な
ど
を
十

分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
法
の
趣
旨
に

沿
っ
て
次
の
と
お
り
調
整
に
努
め
る
。

両
市
に
共
通
し
て
い
る
団
体
は
、

（一）
合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に

努
め
る
。

両
市
に
共
通
し
て
い
る
団
体
で
、

（二）
実
情
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
で
き

な
い
団
体
は
、
合
併
後
速
や
か
に

統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

両
市
に
共
通
し
て
い
る
団
体
で
、

（三）
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、

将
来
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め

る
。そ

の
他
の
団
体
は
、
原
則
と
し

（四）
て
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

※
今
後
、
調
整
を
進
め
る
た
め
の
方

針
と
な
り
ま
す
。

◆
町
名
・
字
名
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一

長
岡
市
に
お
い
て
は
、
現
行
ど

お
り
と
す
る
。

二

栃
尾
市
に
お
い
て
は
、
「
大

字
」
の
表
記
を
削
除
す
る
。

な
お
、
長
岡
地
域
合
併
協
議
会

を
構
成
す
る
六
市
町
村
の
町
名
と

重
複
す
る
町
名
に
は
、｢

栃
尾｣

を

つ
け
る
も
の
と
す
る
。

※
町(

字)

名
の
名
称
の
具
体
例

栃
尾
市
大
字
赤
谷
→
長
岡
市
赤
谷

※
重
複
に
よ
り｢

栃
尾｣

が
付
く
地
名

泉
、
岩
野
外
新
田
、
大
野
、
島
田
、

原
、
宮
沢
、
山
田
、
旭
町
、
新
町
、

大
野
町
、
大
町
、
表
町
、
原
町
、

本
町
、
山
田
町

(

例)

栃
尾
市
大
字
泉

→
長
岡
市
栃
尾
泉

◆
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金

の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
目
的
、
効

果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
公
共
的
必

要
性
、
有
効
性
、
公
平
性
お
よ
び
地

域
特
性
の
観
点
か
ら
、
次
の
と
お
り

調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
協
定
項
目
「
各
種
事
務

事
業
の
取
扱
い
」
で
提
案
す
る
補
助

金
・
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
除
く
も

の
と
す
る
。

両
市
同
一
ま
た
は
同
種
の
団
体

（一）
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
関
係
団

体
な
ど
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

統
一
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

両
市
独
自
の
団
体
に
対
す
る
補

（二）
助
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
全
体
の

均
衡
を
保
つ
よ
う
に
調
整
す
る
。

整
理
統
合
で
き
る
補
助
金
に
つ

（三）
い
て
は
、
統
合
ま
た
は
廃
止
す
る

方
向
で
調
整
す
る
。

※
今
後
、
調
整
を
進
め
る
た
め
の
方

針
と
な
り
ま
す
。

◆
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

三
百
七
十
一
項
目
の
各
種
事
務
事

業
の
調
整
方
針
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

※
概
要
は
、
下
図
の
と
お
り
で
す
。

◎
新
市
建
設
計
画(

案)

や
各
種
事
務

事
業
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
「
長

岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協
議
会
だ
よ

り
第
２
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
合
政
策
室

‐
５
８

問
合
せ

52

１
６

長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

nagaoka-gappei.jp/nagaoka-
tochio

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
概
要
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(主なものを掲載)●長岡市の制度に統一する手数料

分科会 手 数 料 名 長 岡 市 栃 尾 市
１件につき １件につき税務・ 所得証明、非課税証明など 250円 200円収納

附票の全部・一部事項証明書 １通につき １件につき
(戸籍附票全員・個人) 250円 300円
住民票の写し １通につき １件につき
(世帯全員・個人) 250円 300円

１通につき １件につき除かれた住民票の写し 250円 300円
１通につき １件につき住民票記載事項証明書 250円 300円

住民・
１世帯につき １件につき国保・ 住民票の閲覧 200円 300円

年金
１件につき １件につき印鑑登録 200円 300円
１通につき １件につき印鑑登録証明書 250円 300円
１通につき １件につき身分証明書 250円 300円
１件につき １件につき国民健康保険証明手数料 250円 200円

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
の

豊
口
協
委
員
長
か
ら
、
長
岡
市
・
栃

尾
市
新
市
建
設
計
画(

案)

の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
報
告
事
項
の
詳
し
い
内
容

は
、
総
合
政
策
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

協
定
項
目
二
十
一
項
目
の
う
ち
、

次
の
七
項
目
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

協

議

事

項

※
第
一
回
で
協
議
さ
れ
た
十
四
項
目

に
つ
い
て
は
、
広
報
と
ち
お
二
月

五
日
号
お
よ
び
二
月
九
日
発
行
の

長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協
議
会
だ

よ
り
創
刊
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
合
併
の
期
日

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
の
期
日
は
、
平
成
十
八
年
一

月
一
日
と
す
る
。

◆
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一

編
入
さ
れ
る
栃
尾
市
の
農
業
委

員
会
は
、
長
岡
市
の
農
業
委
員
会

に
統
合
す
る
も
の
と
す
る
。

二

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
お

よ
び
任
期
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

八
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
の
規

定
を
適
用
し
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

編
入
さ
れ
る
栃
尾
市
の
農
業

（一）
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

う
ち
七
人
に
限
り
、
引
き
続
き

長
岡
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る

も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
長
岡

市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
者
は
、

編
入
さ
れ
る
栃
尾
市
の
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
互

選
に
よ
り
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

任
期
は
、
長
岡
市
の
農
業
委

（二）
員
会
の
委
員
の
残
任
期
間
と
す

る
。

※
在
任
期
間
は
、
合
併
の
日
か
ら

平
成
二
十
年
七
月
十
九
日
ま
で

で
す
。

三

合
併
後
最
初
に
行
わ
れ
る
一
般

選
挙
か
ら
は
、
長
岡
市
農
業
委
員

会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を

四
十
人
と
す
る
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
区
域
を

分
け
選
挙
区
を
設
け
る
も
の
と
し
、

栃
尾
市
の
現
在
の
行
政
区
域
を
区

域
と
す
る
選
挙
区
を
設
置
す
る
も

の
と
す
る
。

◆
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
同
一
ま
た
は
類
似
す
る

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
規
模
、
実
態
な
ど
を
考
慮
し
、

可
能
な
限
り
統
一
を
図
る
も
の
と

す
る
。

二

行
政
財
産
使
用
料
お
よ
び
占
用

料
に
つ
い
て
は
、
長
岡
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。

三

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
長
岡
市

の
制
度
に
統
一
す
る
。

四

協
定
項
目
「
各
種
事
務
事
業
の

取
扱
い
」
で
提
案
す
る
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
除
く

も
の
と
す
る
。
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長
岡
市
と
の
合
併
に
向
け
て

そ
の
２

第
２
回
合
併
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

合
併
日
は
来
年
一
月
一
日
に
決
定

第
二
回
長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協
議
会
が
二
月
九
日
、
長
岡
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
か
ら
新
市
建
設
計
画

(

案)

の
報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
七
項
目
の
議
案
が
提
案
さ
れ
協
議
。

「
合
併
の
期
日
は
平
成
十
八
年
一
月
一
日
と
す
る
」
「
合
併
す
る
六
市

町
村
の
町
名
と
重
複
す
る
町
名
に
は
『
栃
尾
』
を
付
け
る
」
こ
と
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報

告

事

項

施設使用料等の取扱いの調整方針
○現行どおり
産業交流センター、杜々の森名水公園、道院
高原、ふるさと交流広場、中央公園駐車場、
美術館、市民会館

○合併時に長岡市の制度に統一
斎場

○長岡市の制度を基に統一(合併年度は現行どお
りとする)
小・中学校

○長岡市の制度を基に統一(19年度までは現行ど
おりとする)
保健福祉センター、総合体育館、吉水ふれあ
い体育館、市民テニスコート、吉水運動広場、
塩谷運動広場、レクリエーション公園

○当分の間現行どおりとし、期間をかけて調整
とちおファミリースキー場、地区住民センタ
ー(９カ所)、地域開発センター(２カ所)、ふ
るさと交流会館、文化センター、公民館分館
(８カ所)



平
成
十
二
年
度
か
ら
始
ま
り
五
度

目
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
新
潟
工
業

高
校
建
築
科
の
生
徒
五
人
が
初
参
加

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
七
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
た
び
た
び
表
町
を

訪
問
。
区
民
か
ら
生
活
環
境
や
習
慣

な
ど
を
聞
い
た
り
、

町
屋
の
見
学
を
重
ね

た
り
し
て
、
自
分
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
を
ま

と
め
ま
し
た
。

最
終
提
案
会
が
九

月
二
十
六
日
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

学
生
た
ち
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
模
型
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ

て
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
。

区
民
の
投
票
に
よ
っ

て
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
雁
木
が
建
築
さ

れ
ま
し
た
。

城
山
へ
続
く
山
道
の
入
り
口
に
建

て
ら
れ
た
今
回
の
最
優
秀
作
品
は
、

城
山
と
西
谷
川
に
挟
ま
れ
た
地
に
住

む
表
町
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
雁
木

と
橋
は
生
活
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
い
う
点
に
着
目
。
雁
木
が

こ
れ
か
ら
の
輝
か
し
い
未
来
へ
か
か

る
「
橋
」
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。
学
生
た

ち
は
、
基
礎
の
沓
石
（
支
柱
の
土
台

く
つ
い
し

石
）
設
置
か
ら
建
て
方
上
棟
作
業
ま

で
を
自
ら
も
行
い
、
自
分
た
ち
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
雁
木
が
実
際
に
建
物
と

な
っ
た
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

表
町
で
は
、
学
生
が
作
っ
た
雁
木

を
一
目
見
よ
う
と
い
う
観
光
客
が
増

え
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
と

て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

の
７
・

集
中
豪
雨
災
害
で
被
害
を

13

受
け
た
と
き
、
泥
の
か
き
出
し
作
業

に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
学
生
た
ち
。

区
民
た
ち
は
、
雁
木
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
若
者
と
の
き
ず
な
に
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

表
町
の
ま
ち
づ
く
り
（
雁
木
づ
く

り
）
に
協
力
し
、
区
民
投
票
の
結
果

三
位
ま
で
に
入
賞
し
た
新
潟
大
学
工

学
部
建
設
学
科
三
年
生
に
、
馬
場
市

長
が
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
皆
さ
ん
か
ら
取
り
組

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
雁
木
づ
く
り
が
、

新
し
い
地
域
の
文
化
的
財
産
に
な
り
、

新
し
い
創
造
の
力
に
な
り
ま
す
。
将

来
に
つ
な
が
る
雁
木
づ
く
り
に
今
後

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

新
大
生
を
代
表
し
、
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
四
班
の
半
澤
祐
介
さ
ん
が

「
水
害
や
地
震
な
ど
で
大
変
で
し
た

が
、
全
グ
ル
ー
プ
が
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
雁

木
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
、
表
町
区
民
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
初
参
加
の
新
潟
工
業

高
校
の
生
徒
た
ち
に
努
力
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

7
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水
害
や
地
震
を
乗
り
越
え
て

表
町
区
と
学
生
の

が
完
成

雁
木

馬場市長から表彰を受ける
最優秀賞の４班の皆さん

昨
年
春
か
ら
活
動
し
て
き
た
新
潟
大
学
の
学
生
と
表
町
（
岩
神
）
区

の
協
働
に
よ
る
雁
木
づ
く
り
は
十
二
月
上
旬
、
今
年
度
の
計
画
地
に
雁

木
が
建
築
さ
れ
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
四
日
に
馬
場
市
長
と
区
の
代
表
者
四
人
が
同
大
学
を
訪

れ
、
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
た

学
生
を
表
彰

新
た
な
学
生
と
の
雁
木

作業を行う学生たち(表町、12月９日)

区民にデザインを説明した最終提
案会（文化センター、９月26日）

「橋」をイメージし建築された雁木

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
本
格
的
な
収
集

は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
始
ま
り
、

五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
四
年
間

で
収
集
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
約
五

千
ト
ン
で
、
そ
の
分
、
焼
却
や
埋
め

立
て
処
分
す
る
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
燃
え
な
い
ご

み
の
袋
の
中
に
、
空
き
缶
や
空
き
び

ん
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
多
く
入

っ
て
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
を
分
別
す
る
た

め
、
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

三
月
十
四
日
か
ら
燃
え
な
い
ご
み
の

収
集
を
再
開
し
ま
す
が
、
空
き
缶
や

空
き
び
ん
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

栃
尾
市
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

市
内
全
域
で
空
き
缶
や
空
き
び
ん
な

ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
を
開
始

し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
収
集
す
る

空
き
缶
と
空
き
び
ん
の
量
は
、
年
々

増
加
し
、
平
成
十
五
年
度
は
三
百
三

十
ト
ン
。
こ
れ
は
、
十
三
年
度
の
約

一
・
四
倍
で
す
。
（
上
表
を
参
照
）

な
お
、
上
表
に
あ
る
品
目
以
外
に
、

鉄
く
ず
や
廃
家
電
な
ど
も
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
ま
す
。

燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
は
、
飲
料

用
の
缶
・
び
ん
の
ほ
か
、
の
り
や
お

茶
、
調
味
料
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
る
缶
や
び

ん
が
多
く
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
燃
え
な
い
ご
み
の
日

に
出
さ
ず
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
る
空
き
缶
・
空
き
び
ん

○
飲
料
用
の
缶
・
び
ん

○
の
り
の
缶

○
調
味
料
な
ど
の
缶
・
び
ん

○
お
茶
、
お
菓
子
な
ど
の
缶

○
缶
詰
の
缶

○
化
粧
品
の
び
ん

○
サ
ラ
ダ
油
の
缶

な
ど

○
粉
ミ
ル
ク
の
缶

※
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
開
け
ず
に

別
の
専
用
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
空
き
缶
・
空
き
び
ん

×
一
斗
缶
（
油
・
ペ
ン
キ
）

な
ど

×
中
身
が
入
っ
て
い
る
も
の

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出

※
注
意

す
し
か
な
い
よ
う
な
缶
や
び
ん
も
、

必
ず
中
を
空
に
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４

問
合
せ

53

７
７
ま
た
は

‐
２
２
０
５

53

6
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環
境
エ
コ
ペ
ー
ジ

お
菓
子
の
缶
や
調
味
料
の
び
ん
は
リ
サ
イ
ク
ル
へ

缶
詰
の
空
き
缶
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
び
ん
は
リ
サ
イ
ク
ル
品

収
集
箱
へ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
燃
え
る
ゴ
ミ
の
袋
へ
入
れ
ま
し
ょ
う

年度 びん 缶 新聞紙 雑誌 合 計段ボ ペット
ール ボトル

157 83 306 186 216 - 94813
218 121 360 232 388 - 1,31914
213 117 386 235 475 18 1,44415
180 95 309 212 519 39 1,35416

※平成16年度は４月から１月までの計です

リサイクル品の収集量
(単位：トン)

リ
サ
イ
ク
ル
の
量
は

着
実
に
増
え
て
い
ま
す

お
菓
子
の
缶
や
調
味
料
の

び
ん
も
リ
サ
イ
ク
ル
へ
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本
町
、
東
町
、
谷
内

一
丁
目
で
は
、
東
町
か

ら
本
町
ま
で
の
刈
谷
田

川
河
川
敷
で
、
か
わ
ら

雪
灯
篭
祭
り
を
行
い
ま

し
た
。

用
意
し
た
手
作
り
の

ろ
う
そ
く
は
約
千
本
。

子
ど
も
た
ち
も
灯
篭
作

り
を
手
伝
い
、
火
を
と

も
し
ま
し
た
。
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
「
と
て
も
き
れ
い
ね
」
と
寒
さ
も
忘
れ
て
ろ
う
そ

く
の
光
で
彩
ら
れ
た
河
川
敷
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

約1,000本のろうそくの光で
彩られた刈谷田川河川敷

栃
尾
柔
道
倶
楽
部

鏡
開
き
・
初
稽
古

本
町
・
東
町
・
谷
内
一
丁
目
が
合
同
で

２
／
６

か
わ
ら
雪
灯
篭
祭
り

寒さに負けず初稽古に臨む選手たち

２
／

裸
押
合
大
祭

12

栃
堀
巣
守
神
社
の
伝
統
行
事
、

「
裸
押
合
大
祭
」
が
今
年
も
勇

壮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
七
時
の
花
火
と

太
鼓
を
合
図
に
、
大
ろ
う
そ
く

を
抱
え
て
拝
殿
に
な
だ
れ
込
む

下
帯
に
鉢
巻
き
姿
の
男
た
ち
。

「
オ
ッ
セ

オ
ッ
セ

オ
ッ
セ

>
>

ヤ
ー

」
と
気
合
い
を
入
れ
て

>

体
を
ぶ
つ
け
合
う
と
、
全
身
が

た
ち
ま
ち
赤
く
染
ま
り
真
っ
白

な
湯
気
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て｢

サ
ン
ヨ

サ
ン
ヨ

｣
>

>

大ろうそくを抱え神社に
向かう男たち

福
札
の
激
し
い
奪
い
合
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
裸
押
合

の
催
促
の
声
に
応
え
神
主
や
氏
子

が
二
百
五
十
枚
の
福
札
を
ま
く
と
、

激
し
い
争
奪
戦
を
展
開
。
ほ
て
っ

た
体
を
冷
ま
す
た
め
、

境
内
の
湧
き
水
に
体
ご

と
飛
び
込
む
姿
は
、
祭

り
を
一
層
盛
り
あ
げ
ま

し
た
。
参
拝
者
た
ち
は

寒
さ
を
忘
れ
、
勇
ま
し

く
意
気
盛
ん
な
男
た
ち

の
熱
気
に
酔
い
し
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
恵
比
寿
様
と

大
黒
様
が
富
く
じ
の
抽

選
を
行
い
、
ご
利
益
の

あ
る
景
品
を
引
き
当
て

て
い
ま
し
た
。

一
月
五
日
に
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
廣
山
サ
カ

さ
ん
に
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。性

格
が
と
て
も
明
る
く
、
冗
談
を
言
っ
て
い

ず
み
苑
の
職
員
を
和
ま
せ
る
と
い
う
廣
山
さ
ん
。

歌
や
踊
り
が
大
好
き
で
、
夏
の
納
涼
ま
つ
り
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

お祝い状と記念品が贈られた
廣山さん

廣山サカさん（いずみ苑）に

１／５白寿 のお祝い
栃
尾
柔
道
倶
楽
部
（
北
村
公
会

長
）
は
二
月
六
日
、
今
年
一
年
間

の
安
全
と
活
躍
を
祈
っ
て
、
総
合

体
育
館
で
鏡
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

北
村
会
長
が
昨
年
活
躍
し
た
選

手
に
昇
級
証
を
渡
し
「
昨
年
は
災

害
の
中
で
、
人
の
あ
り
が
た
み
を

学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
で
い
い

方
に
気
持
ち
を
転
化
し
、
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
選
手
約
七
十
人
は
気
持

ち
を
新
た
に
、
打
ち
込
み
や
乱
取

り
な
ど
初
稽
古
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
父
母
会
に
よ
る
餅

つ
き
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
今

年
の
活
躍
を
願
っ
て
力
い
っ
ぱ
い

餅
を
つ
き
ま
し
た
。
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栃
尾
市
建
設

協
会
（
本
田
秀

春
会
長
）
は
二

月
十
四
日
、
今

年
も
図
書
購
入

費
と
し
て
二
十

万
円
、
緑
化
推

進
費
と
し
て
五

万
円
を
市
に
寄

付
し
ま
し
た
。

緑
百
年
物
語
事
業
に
協
力
し
て
い
る
同
協
会
。
本
田
会
長

は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
本
の
整
備
と
、
緑
化
の
推
進

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

寄付目録を馬場市長に
手渡す本田会長

美
術
館
で
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が

一
年
間
学
ん
だ
美
術
学
習
の
成
果
を
紹
介
す
る
、

と
ち
お
の
こ
ど
も
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
平
面
・
立
体
作
品
合
わ
せ
て
三
百

四
十
二
点
の
作
品
を
展
示
。
一
月
三
十
一
日
の
開

場
式
で
は
、
馬
場
静
香
さ
ん(

秋
葉
中
二
年)

が

「
作
品
に
込
め
た

思
い
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。
期

間
中
は
、
家
族
連

れ
な
ど
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

いずみ苑の入所者が

ボランティア団体と新年会

２／１～27とちおのこども作品展

参加者全員で踊った「炭坑節」

開
場
式
後
に
行
わ
れ
た

作
品
鑑
賞
会

栃
尾
市
建
設
協
会

図
書
購
入
と
緑
化
推
進
の
た
め
市
に
寄
付

い
ず
み
苑
で
一
月
二
十
九
日
、

恒
例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
入

所
者
の
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
た
ん
ぽ
ぽ
演
芸
サ
ー
ク
ル
、

り
ん
ご
の
会
、
か
た
く
り
の
会
、

花
び
ら
会
、
栃
尾
民
謡
会
、
近
代

化
ク
ラ
ブ
、
ひ
ま
わ
り
の
会
の
七

団
体
約
百
人
。
得
意
の
歌
や
踊
り
、

寸
劇
を
披
露
す
る
と
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
入
所
者
代
表
五
人
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
全
員
で
「
一

月
一
日
」
を
合
唱
し
た
ほ
か
、
職

員
も
練
習
を
重
ね
た
踊
り
「
炭
坑

節
」
を
披
露
。
参
加
者
は
、
一
緒

に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

２
／

と
ち
お
遊
雪
ま
つ
り

20雪上競脚合戦に参加した
中国研修生チーム

と
ち
お
遊
雪
ま
つ
り
が
、
道

の
駅
「
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。(
表
紙)

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ベ
ン
ト

や
味
自
慢
市
を
楽
し
む
大
勢
の

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
巨
大
す
べ
り
台
や

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
試
乗
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
を
楽
し
む
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

雪
上
の
障
害
コ
ー
ス
を
走
り

タ
イ
ム
を
競
う
「
雪
上
競
脚
合

戦
」
に
は
、
中
国
か
ら
の
研
修

生
チ
ー
ム
が
飛
び
入
り
参
加
す

合
わ
せ
て
十
九
チ
ー
ム
が
出
場
。

雪
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
し
苦
戦

す
る
チ
ー
ム
に
、
観
客
か
ら
大
き

な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

前
夜
祭
の
雪
灯
り
ま
つ
り
で
は
、

あ
か

約
千
個
の
雪
洞

ぼ
ん
ぼ
り

を
製
作
。
と
も

さ
れ
た
灯
り
と
、

災
害
復
興
を
願

い
打
ち
上
げ
ら

れ
た
花
火
が
織

り
な
す
幻
想
的

な
世
界
に
、
訪

れ
た
人
た
ち
は

魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

会
場
を
幻
想
的
な
世
界
に
包
ん
だ
雪
灯
り
。

災
害
か
ら
の
復
興
を
願
う
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
ま
し
た

｢一月一日｣を歌う
入所者代表



◆
原

因
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
や
ノ
ル
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
っ
た
神
経
伝
達

物
質
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
原
因

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
怠
け
て
い

る
、
根
性
が
な
い
な
ど
、
単
に
気

の
持
ち
よ
う
で
か
か
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
治
療
法

治
療
の
基
本
は
薬
物
療
法
と
休

養
で
す
。
酒
を
飲
ん
で
寝
れ
ば
大

丈
夫
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
ア

ル
コ
ー
ル
は
か
え
っ
て
う
つ
病
を

悪
化
さ
せ
、
睡
眠
を
浅
く
し
ま
す
。

◆
う
つ
病
の
人
に
対
す
る
接
し
方

・
今
ま
で
ど
お
り
普
通
に
接
す
る

・
励
ま
し
す
ぎ
な
い

・
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
る

・
話
を
よ
く
聞
く

・
重
大
な
決
断
は
先
に
延
ば
す
よ

う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

・
受
診
や
服
薬
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
配
慮
す
る

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
よ
う
と
、
飲

酒
量
を
増
や
す
人
が
い
ま
す
が
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
み
続
け
る
と
脳
に
変

化
が
起
こ
り
、
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
利
か
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
い
わ
れ

る
「
病
気
」
で
す
。

い
っ
た
ん
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
る
と
、
適
正
な
飲
酒
や
節
酒
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
断
酒
の

ほ
か
に
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
自
力
で
の
断
酒
は
ほ
と
ん
ど
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
専
門
家
に

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
症

状

・
飲
み
だ
す
と
泥
酔
す
る
ま
で
飲

ん
で
し
ま
う

・
飲
ん
だ
と
き
の
行
動
を
覚
え
て

い
な
い

・
酒
が
切
れ
る
と
指
の
震
え
、
ど

う
き
、
汗
を
か
く
、
下
痢
、
イ

ラ
イ
ラ
な
ど
の
症
状
が
出
て
、

酒
を
飲
む
と
症
状
が
消
え
る

・
酒
に
執
着
し
、
酒
の
こ
と
で
家

庭
や
友
人
関
係
に
問
題
が
起
き

る
・
身
体
に
異
常
が
出
て
く
る

◆
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
い

た
め
に

・
週
に
一
日
は
休
肝
日
を
作
り
ま

し
ょ
う

・
飲
む
と
き
は
何
か
食
べ
な
が
ら

飲
み
ま
し
ょ
う

・
酒
を
薄
め
て
肝
臓
の
負
担
を
軽

く
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う

・
短
い
時
間
で
勢
い
よ
く
飲
ま
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
飲
み
ま
し
ょ
う

・
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

地
震
な
ど
つ
ら
い
体
験
に
よ
る
こ

こ
ろ
の
傷
は
大
抵
、
時
間
と
と
も
に

癒
さ
れ
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

し
か
し
、
一
部
は
慢
性
化
し
、
日

常
生
活
や
仕
事
に
影
響
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
い

わ
れ
る
も
の
で
す
。

体
験
か
ら
六
カ
月
以
上
た
っ
て
症

状
が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
、
子
ど
も

や
高
齢
者
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ら
さ
を
理
解
し
、
安
心
さ
せ
る
よ

う
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
ほ
か
の
こ
こ
ろ

の
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

次
の
症
状
が
一
カ
月
以
上
続
き
、

症
状
が
強
い
な
ど
気
に
な
る
人
は
早

め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
症

状

・
体
験
し
た
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と

思
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

繰
り
返
し
思
い
出
し
、
不
安
や

恐
怖
を
感
じ
る

・
災
害
を
思
い
出
す
よ
う
な
状
況

や
活
動
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
外
出
で
き
な
く
な
っ
た

り
す
る

・
感
覚
が
麻
痺
し
た
よ
う
な
、
現

実
感
が
わ
か
な
い

・
寝
つ
き
が
悪
い

・
夜
に
悪
い
夢
を
見
て
飛
び
起
き

る
こ
と
が
あ
る

・
イ
ラ
イ
ラ
し
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

・
集
中
力
が
な
く
な
る

・
十
分
な
休
養
を
取
り
ま
し
ょ
う

・
家
族
や
友
人
と
の
会
話
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う

・
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し

ょ
う

・
ス
ト
レ
ス
を
酒
や
タ
バ
コ
、
パ
チ

ン
コ
な
ど
で
紛
ら
わ
す
の
は
や
め

ま
し
ょ
う

・
楽
し
み
を
見
つ
け
、
気
分
転
換
を

図
り
ま
し
ょ
う

11
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ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害(

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ)

「身近な相談窓口」
秘密は守られます。気軽に相談ください。

（要予約）◆精神保健福祉相談
精神科医師が相談に応じます。

毎月第２金曜日、14時～15時と き
保健福祉センター(新栄町)ところ

※予約は、相談窓口の担当まで連絡ください。
（随時受け付けます）◆相談窓口

○保健福祉課健康づくり係・保健師
５２－５８３６

○長岡地域振興局地域保健課・相談員
３３－４９３１

◆｢新潟県中越大震災｣こころのケアホットライン
精神保健福祉センター職員などが相談に応じ

ます。
専用相談電話

０１２０－９１３－６００
０２５－２８１－５７７３

月曜～金曜日、８時30分～17時受付時間

こ
こ
ろ
と
体
の

健
康
の
た
め
に

災
害
な
ど
で
こ
こ
ろ
に
傷
を
受
け

た
り
、
生
活
環
境
が
変
化
し
た
り
す

る
と
、
不
眠
や
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
感

な
ど
こ
こ
ろ
の
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
る
当
た

り
前
の
こ
と
で
、
多
く
の
場
合
時
間

の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
回
復
し
て

い
き
ま
す
。

し
か
し
、
回
復
の
早
さ
に
は
個
人

差
が
あ
り
、
中
に
は
こ
こ
ろ
の
病
気

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
心
配
さ
れ
る
病
気
は
、
う
つ
病

や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
早
く
気

付
き
、
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

気
に
な
る
症
状
の
あ
る
人
は
、
早
め

に
専
門
医
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
は
人
口
の
六
〜
七
％
が
か

か
る
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で
す
。
災
害

後
に
う
つ
病
が
現
れ
た
り
、
も
と
も

と
あ
っ
た
う
つ
病
が
悪
化
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
症
状
が
い
く
つ
も
重
な
っ
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
要
注
意

で
す
。
病
院
で
の
受
診
や
専
門
機
関

で
の
相
談
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
家

族
や
職
場
な
ど
周
り
に
い
る
人
た
ち

も
配
慮
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
症

状

・
憂
う
つ
、
気
が
め
い
る
、
落
ち

込
む
、
悲
観
的
に
考
え
る

・
や
る
気
や
気
力
が
出
な
い
、
何

に
対
し
て
も
興
味
が
わ
か
な
い
、

楽
し
め
て
い
た
こ
と
が
楽
し
め

な
い

・
考
え
が
進
ま
な
い
、
決
断
力
や

判
断
力
が
低
下
す
る

・
自
分
な
ど
生
き
て
い
て
も
し
ょ

う
が
な
い
、
周
り
の
人
に
迷
惑

を
か
け
て
申
し
訳
な
い
、
足
手

ま
と
い
だ
、
死
に
た
い
な
ど
と

考
え
る

・
食
欲
が
な
い
、
体
重
が
減
る

・
よ
く
眠
れ
な
い
、
途
中
で
目
が

覚
め
る
、
朝
早
く
目
が
覚
め
る

・
疲
労
や
け
ん
怠
感
、
頭
痛
、
め

ま
い
、
吐
き
気
、
口
が
渇
く
、

味
覚
障
害
、
便
秘
、
下
痢
な
ど

の
身
体
症
状
が
あ
る

10
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こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り

早
め
の
相
談
で

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
ろ
う

あ
た
り
ま
し
た
（
軽
井
沢
集
落
セ
ン
タ
ー
、
十
一
月
二
日
）

うつ病の自己診断
～早期発見のために～

次の５つの症状のうち２つ以上に当ては
まる人で、その症状が２週間以上ほとんど
毎日続いていて、つらい気持ちになったり
生活に支障が出たりしている場合は、早め
に相談ください。
このほか、食欲や睡眠の変化、体の不調

などが続く場合もあります。気になること
があれば気軽に相談ください。
＜症 状＞
�毎日の生活に充実感がない
�これまで楽しめていたことが楽しめなく
なった

�わけもなく疲れたような感じがする
�これまで楽にできていたことが、今では
おっくうに感じられる

�自分が役に立つ人間だと思えない

う

つ

病
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(検査頻度：回／年)
検 査 頻 度

基 準 値
番号 項 目 備 考

(�/l) 蛇 口 浄水場入口 浄水場入口
(上水道) (簡易水道)

1 一般細菌 100個/ml 以下 12 2 1 病原生物の
2 大腸菌 検出されないこと 12 2 1 代替指標
3 カドミウムおよびその化合物 0.01 以下 4 2 1
4 水銀およびその化合物 0.0005 以下 4 2 1
5 セレンおよびその化合物 0.01 以下 4 2 1
6 鉛およびその化合物 0.01 以下 4 2 1
7 ヒ素およびその化合物 0.01 以下 4 2 1 無機物／重
8 六価クロム化合物 0.05 以下 4 2 1 金属
9 シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.01 以下 4 2 1
10 硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10 以下 4 2 1
11 フッ素およびその化合物 0.8 以下 4 2 1
12 ホウ素およびその化合物 1.0 以下 4 2 1
13 四塩化炭素 0.002 以下 4 2 1
14 1,4-ジオキサン 0.05 以下 4 2 1
15 1,1-ジクロロエチレン 0.02 以下 4 2 1

一般有機物
16 シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 以下 4 2 1
17 ジクロロメタン 0.02 以下 4 2 1
18 テトラクロロエチレン 0.01 以下 4 2 1
19 トリクロロエチレン 0.03 以下 4 2 1
20 ベンゼン 0.01 以下 4 2 1
21 クロロ酢酸 0.02 以下 4 - -
22 クロロホルム 0.06 以下 4 - -
23 ジクロロ酢酸 0.04 以下 4 - -
24 ジブロモクロロメタン 0.1 以下 4 - -
25 臭素酸 0.01 以下 4 - - 消毒副生成
26 総トリハロメタン 0.1 以下 4 - - 物
27 トリクロロ酢酸 0.2 以下 4 - -
28 ブロモジクロロメタン 0.03 以下 4 - -
29 ブロモホルム 0.09 以下 4 - -
30 ホルムアルデヒド 0.08 以下 4 - -
31 亜鉛およびその化合物 1.0 以下 4 2 1

着色
32 アルミニウムおよびその化合物 0.2 以下 4 2 1
33 鉄およびその化合物 0.3 以下 4 2 1
34 銅およびその化合物 1.0 以下 4 2 1
35 ナトリウムおよびその化合物 200 以下 4 2 1 味
36 マンガンおよびその化合物 0.05 以下 4 2 1 着色
37 塩化物イオン 200 以下 12 2 1
38 カルシウム、マグネシウムなど(硬度) 300 以下 4 2 1 味
39 蒸発残留物 500 以下 4 2 1
40 陰イオン界面活性剤 0.2 以下 4 2 1 発泡

カビ臭
41 ジェオスミン 0.00001 以下 5 - -
42 2-メチルイソボルネオール 0.00001 以下 5 - -
43 非イオン界面活性剤 0.02 以下 4 2 1 発泡
44 フェノール類 0.005 以下 4 2 1 臭気
45 有機物(全有機炭素の量) 5 以下 12 2 1 味
46 pＨ値 5.8-8.6 12 2 1
47 味 異常でない 12 - -
48 臭気 異常でない 12 2 1 基礎的性状
49 色度 5度 以下 12 2 1
50 濁度 2度 以下 12 2 1

定期的な水質検査の全項目と検査頻度

・
水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
水
質
検

査
を
、
定
期
お
よ
び
臨
時
に
行
い

ま
す
。

・
水
質
検
査
は
、
給
水
栓
（
蛇
口
）

お
よ
び
浄
水
場
入
口
（
原
水
）
で
、

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
全

項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

・
こ
の
検
査
結
果
を
公
表
し
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考

に
次
年
度
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

○
毎
日
検
査

一
日
一
回
、
給
水
栓
で
色
、
濁

り
、
残
留
塩
素
の
検
査
を
行
い
ま

す
。

○
毎
月
検
査

一
カ
月
一
回
、
給
水
栓
で
重
要

九
項
目
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

○
三
カ
月
毎
検
査

三
カ
月
に
一
回
、
給
水
栓
で
毎

月
検
査
項
目
を
含
め
た
水
質
基
準

全
五
十
項
目
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
基
本
方
針

◆
定
期
的
な
水
質
検
査

に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

定
期
の
検
査
以
外
に
、
水
質
基
準

に
適
合
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

臨
時
の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

水
質
検
査
計
画
お
よ
び
検
査
結
果

の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
ガ
ス
水
道
局
お
よ
び
浄

水
場
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ガ
ス
水
道
局
で
は
、
水
質
基
準
項

目
全
て
を
検
査
で
き
な
い
た
め
、
毎

日
検
査
を
除
く
項
目
に
つ
い
て
は
、

水
道
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
の
機
関
ま
た
は
厚
生

労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
検
査
機

関
に
検
査
を
委
託
し
ま
す
。

委
託
の
条
件

・
厚
生
労
働
省
・
新
潟
県
・
全
国
給

水
衛
生
検
査
協
会
な
ど
が
実
施
し

て
い
る
検
査
精
度
管
理
事
業
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
内
部
で
検
査

◆
臨
時
の
水
質
検
査

◆
水
質
検
査
計
画
お
よ
び

検
査
結
果
の
公
表

◆
水
質
検
査
の
精
度
と

信
頼
性
の
確
保

精
度
管
理
を
実
施
し
精
度
の
確
保

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得
し
、
シ

ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ
‐
５
８
２
６

52
‐
１
８
５
１

あ
52

URL
http://www.city.tochio.

niigata.jp
E-mail

gas-wat@city.tochio.
niigata.jp
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い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
給
水
す
る
た
め
に

水
道
水
の
水
質
検
査
を
強
化
し
ま
す

十
六
項
目
か
ら
五
十
項
目
（
追
加
項
目
十
三
、
除
外
項
目
九
）
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
ガ
ス
水
道
局
で
は
、
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
の
平
成

十
七
年
度
水
質
検
査
計
画
を
策
定
。
い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る
水
道

水
を
給
水
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
を
よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。

検査頻度
項 目 蛇 口

色 365

濁り 365

消毒の残留効果（残留塩素） 365

＜毎日の検査項目と検査頻度＞
(検査頻度：回／年)

毎日の生活に欠かせない水道。ガス水道局では、良質で
安全な水道水の給水に努めています



二
〇
〇
九
年
新
潟
国
体
の
剣
道
競

技
の
開
催
地
と
し
て
内
定
し
た
こ
と

を
受
け
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
く

国
体
準
備
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
で
二
月
一
日
、
第

六
十
四
回
国
民
体
育
大
会
栃
尾
市
準

備
委
員
会
設
立
総
会
と
第
一
回
総
会
、

第
一
回
常
任
委
員
会
を
同
時
に
開
催

し
、
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
市
長
が
会
長
と
な
り
、

市
内
外
の
関
係
者
な
ど
七
十
人
の
委

員
で
構
成
し
ま
す
。
副
会
長
に
は
新

潟
県
剣
道
連
盟
会
長
、
栃
尾
市
体
育

協
会
長
な
ど
六
人
。
ま
た
、
常
任
委

員
会
（
三
十
二

人)

、
専
門
委
員

会
（
総
務
企
画
、

競
技
式
典
、
宿
泊

衛
生
、
輸
送
交

通
）
を
設
置
し
、

事
務
局
は
教
育
委

員
会
体
育
課
が
担

当
し
ま
す
。

主
な
事
業
は
、

開
催
基
本
計
画
の

検
討
・
策
定
、
広

報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
が
予
定
さ
れ
、

今
年
六
月
十
七
日

か
ら
十
九
日
ま
で

当
市
で
北
信
越
高

等
学
校
剣
道
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
に
、
文
部
科
学
省

日
本
体
育
協
会
の
総
合
視
察
を
経
て
、

開
催
が
正
式
に
決
定
し
ま
す
。
こ
の

時
に
開
催
時
期
、
期
間
も
決
ま
り
ま

す
。
現
在
は
十
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
体
改
革
に
よ
り
一

部
変
更
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
開
催
三
年
前
の
平
成
十
八

年
度
に
実
行
委
員
会
を
組
織
。
準
備

委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
が
引

き
継
が
れ
本
番
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
開
催
二
年
前
に
は
再
度
、

北
信
越
高
等
学
校
剣
道
大
会
、
前
年

の
平
成
二
十
年
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
と
し
て
、
北
信
越
国
体
剣
道
競
技

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
体
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
競
技

会
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
、
栃
尾
の
魅

力
を
十
分
に
発
揮
し
た
も
て
な
し
で
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
課
国
体
準
備
係

問
合
せ

52

‐
５
５
７
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◆
十
八
年
度
に
正
式
決
定
、

実
行
委
員
会
に
移
行

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
設
立
総
会
。
国
体

成
功
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す

第

回
国
民
体
育
大
会
の
成
功
に
向
け
て

64

栃
尾
市
準
備
委
員
会
設
立

二
月
の
栃
堀
裸
押
合
大
祭
や
越
後

と
ち
お
遊
雪
ま
つ
り
、
三
月
の
ほ
だ

れ
祭
を
中
心
と
し
た
観
光
ピ
ー
ア
ー

ル
や
特
産
品
の
紹
介
販
売
を
行
い
、

観
光
誘
客
の
促
進
と
特
産
品
の
販
路

拡
大
を
図
ろ
う
と
、
第
四
回
と
ち
お

観
光
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
東
町
神
楽
と

栃
堀
神
楽
が
披
露
さ
れ
、
ほ
だ
れ
祭

ス
タ
ッ
フ
が
餅
つ
き
を
実
演
。
老
い

も
若
き
も
参
加
し
て
つ
い
た
縁
起
の

良
い
福
餅
は
、
来
場
者
に
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
裸
押
合
大
祭

の
ス
タ
ッ
フ
が
お
神
酒
と
あ
ま
酒
を

サ
ー
ビ
ス
。
恵
比
寿
様
と
大
黒
様
も

チ
ラ
シ
を
配
付
し
、
祭
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
吹
雪
に
も
か
か
わ
ら

ず
市
民
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
人
た
ち

は
、
熱
々
の
揚
げ
た
て
あ
ぶ
ら
げ
を

賞
味
し
た
あ
と
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ

へ
殺
到
。
と
ち
お
自
慢
の
味
を
家
に

帰
っ
て
じ
っ
く
り
味
わ
お
う
と
、
大

勢
の
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
手
か
が
り
て
ま
り
製
作
・

実
演
コ
ー
ナ
ー
も
、
栃
尾
て
ま
り
フ

ァ
ン
が
入
り
代
わ
り
立
ち
替
わ
り
立

ち
寄
り
、
一
針
一
針
丁
寧
に
か
が
る

色
鮮
や
か
な
て
ま
り
に
魅
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
で

１
／

と
ち
お
観
光
展
30

祭をピーアールする恵比寿様と大黒様

福
餅
を
つ
く
ほ
だ
れ
祭
ス
タ
ッ
フ

栃
尾
地
区

星
野

イ
ク

新
栄
町

佐
藤

ハ
ツ

栄

町

金
内

キ
ミ

栄

町

　
橋

ユ
シ

栄

町

大
竹

金
五

新

町

茂
野

シ
ン

表

町

山
田

ミ
ツ

大
野
町

多
田

キ
ヨ

谷
内
二

保
科

ユ
リ

谷
内
二

滝
の
下
町

飯
濱

ト
ヨ

上
の
原
町

大
　
不
二
夫

馬
場

要
助

旭

町

中
澤

ヨ
キ

旭

町

目
黒

カ
ツ

旭

町

お
め
で
と
う

米
寿
（
敬
称
略
・
常
用
漢
字
を
使
用
）

須
本

イ
セ

仲
子
町

桐
生
桂
太
郎

仲
子
町

桐
生

サ
ン

仲
子
町

山
田
ユ
タ
加

仲
子
町

兼
古

堯

東

町

石
月

ハ
ル

東

町

石
月

三
枝

東

町

西
方
ム
メ
ノ

東

町

今
井

ま
き

本

町

田
中

茂
作

本

町

栗
林
ノ
リ
子

本

町

原

ミ
ツ

本

町

源
川

ハ
ナ

金

町

三
澤

豊

小

貫

外
山

シ
モ

小

貫

島

照
寅

土
ケ
谷

今
井

光
　

土
ケ
谷

片
岡
清
次
郎

金

沢

杉
野

ト
ラ

金

沢

藤
井
マ
ス
イ

金

沢

長
谷
川
惠
七
郎

金

沢

佐
藤

ミ
ヨ

金

沢

星
野

サ
ワ

金

沢

斎
藤

ミ
ヨ

金

沢

多
田

チ
イ

金

沢

深
澤
フ
ヂ
ノ

金

沢

佐
藤

榮
一

金

沢

桐
生

ヨ
イ

金

沢

磯
部

健
次

原

町

林

テ
イ

原

町

川
　
左
一
郎

大

倉

小
林

キ
イ

大

倉

稲
田

ユ
ミ

平

川
崎

ハ
ル

平

酒
井
ミ
サ
ヲ

平

川
上

清
野

平

小
林

リ
キ

平

佐
藤

ハ
ル

東
が
丘

目
黒
喜
久
江

東
が
丘

卯
木

　
市

天
下
島

井
田

ヤ
ウ

天
下
島

諏
佐

繁
造

天
下
島

矢
澤

フ
メ

鴉
ケ
島

佐
野

ト
キ

水

沢

稲
田

チ
ヱ

楡

原

原
田

常
一

楡

原

稲
田

周
一

楡

原

今
井
ミ
ツ
イ

楡

原

佐
藤

庫
治

楡

原

飯
　

タ
ウ

楡

原

稲
田
ハ
ツ
イ

楡

原

下
塩
谷
地
区

片
山

清
二

吉

水

中
村
六
兵
衛

上
樫
出

勝
沼

フ
ミ

上
樫
出

中
村

テ
ル

上
樫
出

関
根

義
男

下
樫
出

二
ツ
郷
屋

飯
浜

　
一

石
丸

ホ
ン

山

口

鈴
木

ト
ク

熊

袋

吉
原

リ
イ

二
日
町

大
橋

松
榮

下

塩

若
杉

イ
ツ

山

屋

上
塩
谷
地
区

長
谷
川
ミ
イ

滝
之
口

嘉
代

善
一

入
塩
川

今
井

義
一

入
塩
川

阿
部

ヒ
ノ

入
塩
川

酒
井

ヨ
キ

本

所

勝
沼

ム
ツ

島

田

宮
島

春
吉

山
葵
谷

青
木

カ
ノ

山
葵
谷

青
木

ス
ヨ

山
葵
谷

青
木

廣
義

山
葵
谷

長
谷
川
キ
ノ
イ

九

川

山
井

光
榮

九

川

河
田

ミ
チ

梅
野
俣

佐
藤

正
雄

塩
新
町

葛
綿

松
衛

大
野
原

東
谷
地
区

諸
橋

ヨ
シ

宮

沢

大
　

順
一

宮

沢

二
國

清
吉

宮

沢

今
井

タ
ズ

宮

沢

嶋
田
タ
マ
子

泉

片
岡
ウ
メ
ノ

泉

渡
辺

サ
ヲ

泉

今
井

ヒ
サ

泉

鈴
木

ト
ラ

泉

土
田

ヒ
サ

泉

金
山
藤
太
郎

泉

佐
藤

タ
ミ

泉

今
井

キ
ヨ

泉

大
　

す
み

泉

　
橋

ト
ヨ

泉

原

テ
イ

菅

畑

佐
藤
六
左
衛
門

赤

谷

佐
藤
ハ
ル
ヲ

赤

谷

福
王
寺
キ
ヨ

赤

谷

川
上

清

小

向

川
上

ス
イ

小

向

川
上

啓
三

小

向

川
上

ム
ラ

小

向

星
野
ノ
ブ
ヨ

栃

堀

島

フ
ジ
エ

栃

堀

武
士
俣
ミ
ヨ

栃

堀

石
井

セ
ツ

栃

堀

椿

竹
松

栃

堀

入
東
地
区

渋
谷

ツ
ヨ

寒

沢

藤
　

健
治

吹

谷

藤
　

ア
キ

吹

谷

荷
頃
地
区

大
　

正
松

北
荷
頃

佐
藤

義
一

北
荷
頃

諸
橋

キ
ヨ

北
荷
頃

大
　
ヨ
シ
ノ

北
荷
頃

猪
俣

供
次

北
荷
頃

山
内

ヒ
デ

北
荷
頃

安
倍

昌
一

北
荷
頃

諸
橋

邦
男

北
荷
頃

多
田

キ
ミ

北
荷
頃

井
田

セ
イ

北
荷
頃

齋
藤

金
吉

北
荷
頃

高
橋

コ
ト

北
荷
頃

外
山

時
世

一
之
貝

剣
持

勝
也

一
之
貝

渡
邊

松
司

一
之
貝

千
野
榮
太
郎

一
之
貝

小
林

ア
キ

比

礼

西
谷
地
区

目
黒

ミ
ツ

中

保
科

静
江

中

中
野
俣
地
区

西
中
野
俣

金
内
新
八
郎

西
中
野
俣

林

タ
ケ

西
中
野
俣

林

か
つ

西
中
野
俣

山
本

米
二

諏
佐

ヨ
シ

新

山

波
形
伊
勢
松

新

山

諏
佐

ヒ
デ

新

山

山
本

ミ
セ

新

山

山
本

晴
雄

新

山

波
形

寛
治

繁

窪

波
形

イ
キ

繁

窪

目
黒
美
代
喜

繁

窪
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米
寿
の
お
祝
い

百
五
十
三
人

市
は
今
年
も
、
数
え
で
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
人
（
大
正
七
年
一
月
二
日
〜
大
正
八
年
一
月
一
日

生
ま
れ
）
に
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
一
月
一
日
時
点
で
昨
年
よ
り
二
十
四
人

多
い
百
五
十
三
人
（
男
性
五
十
二
人
、
女
性
百
一
人
）
。

二
月
中
旬
か
ら
市
長
が
各
家
庭
を
訪
れ
、
お
祝
い
の
品

を
届
け
ま
し
た
。



市
内
外
か
ら
百
一
人
の
選
手
が
参

加
し
、
近
年
に
な
い
大
雪
の
中
で
熱

き
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

飯
浜

希
望
（
吉

水
）

優
勝

上
野

俊
介
（
北
荷
頃
）

２
位

小
熊

理
奈
（
小

貫
）

３
位

飯
浜

陽
平
（
吉

水
）

３
位

前
田

雅
史
（
北
荷
頃
）

優
秀

小
学
生
中
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

西

貴
明
（
金

町
）

優
勝

矢
澤

悠
（
鴉
ヶ
島
）

２
位

大
橋

公
貴
（
金

沢
）

３
位

上
野
健
太
郎
（
北
荷
頃
）

３
位

高
山

涼
（
赤

谷
）

優
秀

小
学
生
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

矢
澤

栞
（
鴉
ヶ
島
）

優
勝

若
杉

真
李
（
山

屋
）

２
位

西

智
之
（
金

町
）

３
位

湯
谷

大
地
（

）

３
位

滝
の
下
町

矢
澤

綺
（
新

町
）

優
秀

中
学
生
女
子
の
部
（
敬
称
略
）

西

あ
か
ね
（
金

町
）

優
勝

佐
藤

晶
（
北
荷
頃
）

２
位

村
上

栞
（
新

町
）

３
位

高
林

志
歩
（
旭

町
）

３
位

該
当
な
し

優
秀

中
学
生
男
子
の
部
（
敬
称
略
）

吉
原

佳
祐
（
二
日
町
）

優
勝

栃
尾
市
剣
道
選
手
権
大
会

／

総
合
体
育
館

１

30

河
田

裕
太
（
梅
野
俣
）

２
位

菊
池

和
史
（
長
岡
市
）

３
位

姉
崎
直
久
臣
（
田
之
口
）

３
位

小
熊

貴
志
（
栃

堀
）

優
秀

高
校
一
般
女
子
の
部
（
敬
称
略
）

湯
谷

綾
（

）

優
勝

滝
の
下
町

嘉
代

真
美
（
入
塩
川
）

２
位

諸
橋

摩
耶
（
北
荷
頃
）

３
位

佐
藤

舞
子
（
入
塩
川
）

３
位

高
校
一
般
男
子
の
部
（
敬
称
略
）

韮
澤

健
太
（
天
下
島
）

優
勝

吉
野

雄
一
（
三
条
市
）

２
位

神
子
田
法
和
（
表

町
）

３
位

酒
井

仁
（

平

）

３
位

市
内
外
の
五
十
三
人
の
選
手
が
、

百
分
の
一
秒
の
差
を
競
い
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
女
子
の
部
（
敬
称
略
）

波
形

実
里
（
繁

窪
）

優
勝

高
見

真
衣
（
谷
内
一
）

２
位

坂
牧

里
穂
（
天
下
島
）

３
位

小
学
生
低
学
年
男
子
の
部(

敬
称
略
）

清
水
慎
太
郎
（
長
岡
市
）

優
勝

棚
村

明
哉
（
楡

原
）

２
位

清
水
龍
之
介
（
長
岡
市
）

３
位

小
学
生
高
学
年
女
子
の
部
（
敬
称
略
）

波
形

安
紀
（
繁

窪
）

優
勝

仲
野

沙
希
（
栃

堀
）

２
位

第
４
回
市
長
杯
争
奪

守
門
ス
キ
ー
大
会

２
／
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

小
学
生
高
学
年
男
子
の
部
（
敬
称
略
）

棚
村

秀
真
（
楡

原
）

優
勝

し
ゅ
う
ま

上
村

拓
也
（
栃

堀
）

２
位

大
保

亮
太
（
栄

町
）

３
位

一
般
女
子
の
部
（
敬
称
略
）

矢
沢
ち
ず
る
（
金

沢
）

優
勝

一
般
男
子
Ａ
の
部
（
敬
称
略
）

友
野

忠
昭
（
新
津
市
）

優
勝

渡
辺

信
幸
（
小

貫
）

２
位

波
形

亘
（
繁

窪
）

３
位

一
般
男
子
Ｂ
の
部
（
敬
称
略
）

島

豊
市
（
原

町
）

優
勝

武
士
俣
茂
雄
（
楡

原
）

２
位

伊
藤

康
昭
（
長
岡
市
）

３
位

六
チ
ー
ム
・
八
十
人
の
選
手
が
、

六
人
制
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
サ
ッ
カ
ー
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
技
を
競
い
ま
し
た
。

栃
尾
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

優
勝

秋
葉
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

２
位

栃
尾
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

３
位

ブ

第
７
回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

２
／
６

総
合
体
育
館 小学生低学年男子の部

Ｑ

子
ど
も
が
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

時
に
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を
装
着
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

小
・
中
学
校
で
の
運
動
種
目
別

Ａ
の
外
傷
発
生
件
数
は
、
球
技
が
多

く
、
そ
の
ほ
か
格
闘
技
や
接
触
の

多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
発
生
し
や
す
い

よ
う
で
す
。
部
位
別
発
生
件
数
は
、

眼
部
、
歯
部
、
鼻
部
と
な
っ
て
い

ま
す
。

最
近
、
「
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
」
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
に
は
、

　
け
が
の
予
防
（
軟
組
織
、
歯
、

骨
）

　
脳
し
ん
と
う
の
予
防

　
筋
力
ア
ッ
プ

の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
け
が
や
脳
し
ん
と
う
の
予
防

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
装

着
時
に
は
歯
を
食
い
し
ば
る
こ
と

で
、
握
力
や
背
筋
力
な
ど
の
筋
力

が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
け
が
を
恐
れ
ず

に
競
技
に
集
中
で
き
る
精
神
的
効

果
も
あ
り
ま
す
。

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
に
は
、
市
販
さ

れ
て
い
る
も
の
と
歯
科
医
院
で
作

る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
は
、
一
人
ひ
と
り
の

歯
形
に
合
わ
せ
て
精
密
に
作
ら
れ

る
た
め
、
ピ
ッ
タ
リ
フ
ィ
ッ
ト
し

て
競
技
中
で
も
外
れ
ず
、
し
っ
か

り
と
食
い
し
ば
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。既

に
一
部
の
競
技
で
は
、
装
着

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
将
来

的
に
は
よ
り
普
及
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
で
相
談
く
だ
さ
い
。

資
料
提
供

新
潟
県
歯
科
医
師
会

16
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歯
の
健
康
一
口
メ
モ

歯
の
健
康
Ｑ
＆
Ａ

イラスト

植
村
正
昭
さ
ん
と
川
上
忠
蔵
さ
ん

に
、
警
察
庁
長
官
と
全
日
本
交
通
安

全
協
会
会
長
か
ら
交
通
栄
誉
章
「
緑

十
字
銀
章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

植
村
さ
ん
は
、
栃
尾
市
安
全
協
会

支
部
長
や
理
事
を
経
て
、
現
在
は
同

協
会
副
会
長
と
県
交
通
安
全
協
会
評

議
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

川
上
さ
ん
も
現
在
、
栃
尾
市
安
全
協

会
監
事
、
栃
尾
地
区
安
全
運
転
管
理

者
協
会
会
長
、
県
安
全
運
転
管
理
者

協
会
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

永
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

交
通
栄
誉
章｢

緑
十
字
銀
章｣

◆
表
彰
状

故

五
十
嵐
武
さ
ん

(

フ
ォ
ー
カ
ス
と
ち
お)

協
会
の
理
事
を
三
年

主
な
功
績

遠藤充栃尾警察署長(中央)
に受賞報告を行った川上さ
ん(左)と植村さん(右)

栃
尾
市
文
化
協
会
表
彰

１
／

文
化
セ
ン
タ
ー

29

務
め
、
協
会
の
公
募
展
入
選
作

品
展
示
運
営
委
員
を
五
年
務
め

る
な
ど
、
協
会
の
事
業
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

大
崎

稔
さ
ん(

栃
尾
混
声
合
唱
団)

団
の
代
表
を
十
年
務

主
な
功
績

め
、
毎
年
定
期
演
奏
会
を
開
く

な
ど
、
団
の
運
営
と
発
展
に
大

い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

杵
渕
愛
子
さ
ん

(

栃
尾
市
民
踊
舞
踊
連
盟)

連
盟
の
役
員
を
十
年

主
な
功
績

務
め
、
会
の
運
営
と
地
域
文
化

の
向
上
、
民
踊
の
指
導
・
普
及

・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

丸
山
栄
作
さ
ん(

栃
尾
愛
草
会)

会
の
役
員
を
永
年
務

主
な
功
績

め
、
会
の
運
営
と
地
域
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
後
輩
の
指
導
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
団
体
戦

佐
藤
さ
ん
と
三
本
さ
ん
は
、
去
る

一
月
八
・
九
日
新
潟
高
校
体
育
館
で

行
わ
れ
た
Ｂ
Ｓ
Ｎ
高
等
学
校
剣
道
選

手
権
大
会
の
男
子
団
体
戦
で
、
高
志

高
校
剣
道
部
の
一
員
と
し
て
優
勝
し
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

な
お
、
二
人
と
も
二
年
連
続
の
出

場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

女
子
団
体
戦

ま
た
、
小
浦
方
さ
ん
と
湯
谷
さ
ん

も
、
同
大
会
の
女
子
団
体
戦
で
長
岡

高
校
剣
道
部
の
一
員
と
し
て
優
勝
し
、

３
／

・

愛
知
県

27

28さん佐藤優太
北荷頃
高志高校
２年

さん三本将太
一之貝
高志高校
２年

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

な
お
、
小
浦
方
さ
ん
と
湯
谷
さ
ん

は
初
出
場
。
二
人
の
健
闘
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

西
川
さ
ん
は
去
る
一
月
十
五
日
、

新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
選

手
権
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
た
県
高

校
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

な
お
、
西
川
さ
ん
は
昨
年
に
続
い

て
二
年
連
続
の
出
場
。
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

女
子

　
級

52

さん小浦方志織
新栄町
長岡高校
２年

さん湯谷 綾
滝の下町
長岡高校
１年

さん西川友梨
旭 町
栃尾高校
２年

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
出
場

３
／

・

日
本
武
道
館

19

20

16
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市
は
、
栃
尾
市
建
設
協
会
（
本

田
秀
春
会
長
）
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
昨
年
十
月
の
中
越

大
震
災
に
お
い
て
、
通
勤
・
通
学

路
や
生
活
道
路
の
確
保
な
ど
災
害

応
急
復
旧
に
寄
与
。
市
は
、
顕
著

な
功
績
に
対
し
て
栃
尾
市
褒
章
条

例
に
基
づ
き
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
で
す
。

本田会長に感謝状を贈呈する
馬場市長

感
謝
状
を
贈
呈

栃
尾
市
建
設
協
会
に

受賞者の皆さん



平
成
十
七
年
度
の
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
月
額
一
三
、
五
八
〇
円
で

す
。な

お
保
険
料
は
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
毎
年
二

八
〇
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

で
す
。

二
十
歳
代
の
人
は
、
本
人
（
配
偶

者
を
含
む
）
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
す
る
と
月
々
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主

と
同
居
し
て
い
る
場
合
、
保
険
料
免

除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
滞
納
の
扱
い
と
は
な

ら
ず
、
障
害
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の

事
態
が
発
生
し
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
に

影
響
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

そ
の
後
十
年
間
の
う
ち
に
追
納
で
き

◆
十
七
年
度
の
保
険
料
額

ま
す
。
た
だ
し
、
二
年
以
上
経
過
後

は
一
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
免
除
の
所
得
基
準
額
が
、

単
身
世
帯
を
中
心
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

十
七
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
七
月
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

全
額
免
除
で
単
身
者
の
場
合
、
今

ま
で
の
三
十
五
万
円
以
下
か
ら
五
十

七
万
円
以
下
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

半
額
免
除
の
場
合
、
今
ま
で
は
六
十

八
万
円
に
各
種
控
除
額
を
加
算
し
た

額
以
下
か
ら
、
百
十
八
万
円
に
各
種

控
除
額
を
加
算
し
た
額
以
下
に
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す

る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す

保
険
料
を
一
括
し
て
前
納
す
る

と
、
現
金
払
い
で
二
、
八
九
〇
円

の
割
引
と
な
り
、
口
座
振
替
で
は

三
、
四
二
〇
円
の
割
引
と
な
り
ま

す
。
口
座
振
替
の
方
が
五
三
〇
円

の
割
引
増
と
な
り
ま
す
。

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
四
月

に
郵
送
さ
れ
て
く
る
納
付
書
で
五

月
二
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
今
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
社
会
保
険

事
務
所
で
の
登
録
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
早
め
に
金

融
機
関
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
制
度
が

で
き
ま
し
た

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
落
し
）
は
定
額
保

険
料
で
す
が
、
口
座
振
替
を
早
割

制
度
（
当
月
保
険
料
当
月
引
落

し
）
に
す
る
と
四
十
円
の
割
引
と

な
り
ま
す
。
申
し
込
む
と
、
翌
月

末
の
初
回
の
口
座
振
替
で
二
カ
月

分
の
保
険
料
（
今
ま
で
の
保
険
料

と
四
十
円
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）

が
引
落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎

月
の
保
険
料
が
四
十
円
引
き
に
な

り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保

険
な
ど
被
用
者
年
金
加
入
者
の
被
扶

養
配
偶
者
）
届
出
の
特
例
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

従
来
は
、
第
三
号
被
保
険
者
の
届

出
が
遅
れ
た
と
き
は
、
二
年
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
第
三
号
被
保
険
者
の

期
間
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の

期
間
は｢

保
険
料
未
納
の
取
扱
い｣

と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に

よ
り
、
二
年
以
上
前
の
期
間
も
第
三

号
被
保
険
者
の
期
間
と
な
り
、
将
来

そ
の
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
制
度
で
障

害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
で
き
な
か

っ
た
障
害
者
を
対
象
に
、
福
祉
的
な

措
置
と
し
て
「
特
別
障
害
給
付
金
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象
者

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

人
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

一
級
ま
た
は
二
級
相
当
の
障
害
が

あ
る
人
。

①
平
成
三
年
三
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
だ
っ
た
学
生

②
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
だ
っ
た

被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
な
ど
）
加
入
者
の
配
偶

者

一
級
…
月
額
五
万
円
、

■
支
給
額

二
級
…
月
額
四
万
円

■
制
度
の
開
始
日

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

■
注
意
事
項

①
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ

っ
た
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

四
月
中
に
請
求
す
る
と
、
五
月

分
か
ら
支
払
額
を
計
算
し
ま
す
。

②
請
求
が
遅
れ
た
場
合
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
五
月
分
か
ら
受
け
取

る
た
め
に
は
、
四
月
中
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
認
定
に
必
要
な
添

付
書
類
が
全
て
そ
ろ
わ
な
く
て
も
、

請
求
書
だ
け
は
四
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
国
保
年
金
係

問
合
せ

52

‐
５
８
３
５
ま
た
は
、
長
岡
社
会

保
険
事
務
所

‐
５
１
４
１

36
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国
民
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

◆
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
を
開
始

◆
免
除
の
所
得
基
準
を

一
部
緩
和

◆
口
座
振
替

割
引
制
度
を
拡
充

◆
第
三
号
被
保
険
者
の

特
例
を
認
め
ま
す

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…

国
民
年
金
は

あ
な
た
が
主
人
公
で
す
。

◆
特
別
障
害

給
付
金
制
度
を
創
設

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-

体
育
功
労
者

※
加
盟
団
体
に
二
十
年
以
上
在
籍

し
、
役
員
な
ど
指
導
的
地
位
に

あ
っ
て
、
そ
の
団
体
の
発
展
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
栃
尾
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
顕
著
な
功
績

の
あ
つ
た
人（

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

▽
稲
田
良
雄

フ
協
会
・
大
町
）

▽

（
空
手
道
会
・

故

鈴
木
憲
寛

谷
内
二
）

努
力
選
手
賞

※
全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手
で

競
技
レ
ベ
ル
が
特
に
高
い
人

（
柔
道
栃
尾
高
・
旭

▽
西
川
友
梨

町
）

（
柔
道
新
潟
第

▽
磯
辺
友
里

▽
佐
藤
優
太

一
高
・
仲
子
町
）

▽
小

（
剣
道
高
志
高
・
北
荷
頃
）

（
剣
道
長
岡
高
・
新
栄

浦
方
志
織

町
）

（
剣
道
高
志
高

▽
三
本
将
太

・
一
之
貝
）

（
剣
道
長

▽
湯
谷
綾▽

吉
原
美
亜

岡
高
・
滝
の
下
町
）

み

あ

▽
浅

（
剣
道
新
潟
大
・
二
日
町
）

（
剣
道
新
潟
大
・
吉
水
）

野
朋
子

（
柔
道
淑
徳
大
・

▽
明
先
美
央

平
）

（
柔
道
立
命
館

▽
酒
井
佳
孝

大
・
栃
堀
）

努
力
団
体
賞

※
全
国
大
会
に
出
場
し
た
団
体
で

競
技
レ
ベ
ル
が
特
に
高
い
団
体

▽
秋
葉
中
学
校
柔
道
部

（
女
子
）

（
監
督
・
相
澤
一
徳
、
選
手
・

佐
藤
み
の
り
、
奥
村
紗
希
、
西

川
亜
希
）

奨
励
選
手
賞

※
全
国
大
会
・
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
な
ど
に
全
県
規
模
の
予
選

会
を
経
て
出
場
し
た
人

（
空
手
道
会
・
金

▽
佐
藤
陽
菜

ひ

な

沢
）

（
空
手
道
会
・
栄

▽
小
林
葵

町
）

（
ス
ポ
ー
ツ
チ

▽
酒
井
直
人

▽
齋
藤

ャ
ン
バ
ラ
協
会
・
巻
渕
）

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協

瑞
季

み

ず

き

会
・
原
町
）

（
ス
ポ

▽
石
丸
美
洸

み

ひ

ろ

ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
・
下
塩
）

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

▽
大
橋
海
里

か

い

り

▽
高
橋
枝
里

バ
ラ
協
会
・
栄
町
）

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
・

表
町
）

（
ス
ポ
ー
ツ

▽
目
黒
雄
太

▽

チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
・
大
川
戸
）

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

齋
藤
凌
雅

り
ょ
う
が

▽
阿
部
雅
士

ラ
協
会
・
原
町
）

ま

さ

と

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
・

二
日
町
）

（
剣
道
刈

▽
吉
原
佳
祐▽

河
田
裕
太

谷
田
中
・
二
日
町
）

▽

（
剣
道
刈
谷
田
中
・
梅
野
俣
）

（
柔
道
栃
尾
高
・
平
）

高
橋
貴
幸

（
柔
道
栃
尾
高
・
天
下

▽
韮
澤
大ひ

ろ
し

島
）

（
柔
道
栃
尾
高

▽
飛
田
哲
伸

あ
き
の
ぶ

・
平
）

（
剣
道
帝
京

▽
外
山
幹
也

▽
今
井
啓
介

長
岡
高
・
小
貫
）

▽
河

（
野
球
中
越
高
・
土
ヶ
谷
）

（
柔
道
ク
ラ
ブ
・
上
の
原

井
大
介

町
）

（
バ
ス
ケ
ッ
ト

▽
猪
又
慶
太

▽
高
橋
増

ボ
ー
ル
協
会
・
巻
渕
）

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会

司・
表
町
）

奨
励
団
体
賞

※
全
国
大
会
・
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
な
ど
に
全
県
規
模
の
予
選

会
を
経
て
出
場
し
た
団
体

▽
刈
谷
田
中
学
校
剣
道
部（

女
子
）

（
監
督
・
吉
野
雄
一
、
選
手
・

外
山
祐
里
、
勝
沼
有
加
、
村
上

あ
か
り
、
大
橋
潤
子
、
小
浦
方

睦
美
、
西
あ
か
ね
、
若
杉
佳

奈
）

▽
栃
尾
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
監
督
・
笠
井
久
樹
、
選
手
・

河
田
真
理
子
、
木
間
郁
江
、
千

野
美
沙
子
、
鈴
木
美
弥
子
、
水

口
濃
子
、
中
村
深
幸
、
大
港
直

あ

つ

こ

子
、
小
杉
恵
子
）

▽
上
の
原
若
草

(

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ)

（
監
督
兼
選
手
・
大
滝
寿
一
、

選
手
・
斎
藤
清
二
、
中
村
昭
光
、

諏
佐
昭
治
、
韮
沢
正
行
、
木
間

ア
サ
子
、
田
口
ミ
ユ
キ
、
大
滝

セ
ツ
、
諏
佐
芳
子
、
韮
沢
キ

ミ
）

敢
闘
選
手
賞

※
加
盟
団
体
で
本
年
度
最
も
上
位

の
成
績
ま
た
は
活
躍
し
た
人

（
柔
道
倶
楽
部
・
新

▽
飯
浜
雄
介

町
）

（
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
小
海
洋
二

▽
藤
崎

ゴ
ル
フ
協
会
・
天
下
島
）

（
空
手
道
会
・
大
川
戸
）

澄
恵

敢
闘
団
体
賞

※
加
盟
団
体
で
本
年
度
最
も
上
位

の
成
績
ま
た
は
活
躍
し
た
団
体

▽
栃
尾
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー

ク
ラ
ブ

（
監
督
・
金
内
保
、
コ
ー
チ
・

佐
野
智
恵
美
、
選
手
・
藤
田
啓

吾
、
布
袋
屋
晃
、
佐
藤
恵
理
香
、

星
胡
光
来
、
八
木
美
奈
子
、
八

う

ら

ら

木
か
お
り
、
大
橋
汰
一
、
山
内

た
み
、
佐
藤
宗
幸
）

も
と
ゆ
き

18
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（
敬
称
略
）

体
育
協
会
表
彰

２
／
18

文
化
セ
ン
タ
ー

各団体や選手たちの
活躍、健闘をたたえ
た岸弘道会長

謝
辞
を
述
べ
る
西
川
亜
希
さ
ん

(

柔
道
秋
葉
中)

公民館図書室 開館時間を延長
火曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020



市
は
、
平
成

年
度
の
中
央
公
園

17

駐
車
場
定
期
駐
車
の
申
込
み
を
、
次

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

定
期
駐
車
の
条
件日

曜
日
お
よ
び
祝
日

使
用
時
間

を
除
く
日
の
７
時
〜

時
22

大
型
・
大
型
特
殊
・
小

対
象
車

型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
車

を
除
く
自
動
車
で
、
積
載
物
を

中
央
公
園
駐
車
場

定
期
駐
車
の
申
込
受
付

含
め
長
さ
５
・
５
ｍ
以
下
の
も

の

月
額
五
千
円
（
指
定
期

使
用
料

日
ま
で
に
納
付
）

区
画

区
画
数

30

申
込
み

３
月

日

〜

日

受
付
期
間

10

（木）

18

（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）
８

（金）時

分
〜

時

30

17総
務
課
備
え
付
け
の

申
込
方
法

申
請
書
に
使
用
期
間
、
車
両
番

号
、
車
名
な
ど
を
記
入

印
鑑
持
参

そ
の
他

▽
申
込
が

区
画
を
超
え

許

可

30

た
場
合
…
通
年
使
用
者
（
４
月
か

ら
翌
年
３
月
）
を
優
先
し
、
抽
選

で
決
定
▽

区
画
に
満
た
な
い
場

30

合
…
全
員
に
許
可
し
、
残
り
の
区

画
は
申
込
締
切
後
も
随
時
受
付

総
務
課
管
財
係

申
込
み
・
問
合
せ

(

市
役
所
３
階)

‐
５
８
１
５

52

成
人
式
該
当
者

昭
和

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

59

60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

新
成
人
を
祝
福
す
る
「
第

回
栃

57

尾
市
成
人
式
」
を
４
月
３
日

、
市

（日）

民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
該
当
者
に

は
２
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま

し
た
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
生

涯
学
習
課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
進
学
・
就
職
な
ど
で
市
外

に
転
出
し
て
い
て
も
、
実
家
が
栃
尾

市
に
あ
る
人
は
、
実
家
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
し
た
。

成
人
式(

４
月
３
日)

の

案
内
状
は
届
き
ま
し
た
か

生
涯
学
習
課

‐
２
０

問
合
せ

52

２
０

３
月

日

時
〜

時

と

き

30

（水）
10

15

文
化
セ
ン
タ
ー
「
和
室
」

と
こ
ろ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
積

内

容
み
木
あ
そ
び

な
ど

乳
幼
児
〜
小
学
生

対

象

無

料

参
加
費

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

山
古
志
村
の
子
ど
も
た
ち
と
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

３
月

日

９
時

分
〜

と

き

27

（日）

15

時
15

吉
水
ふ
れ
あ
い
体
育
館
、

と
こ
ろ

皆
楽
荘

小
学
生

対

象

人(

先
着
順)

定

員

50五
百
円(

保
険
料
、
昼
食

参
加
費

代)

催

し

春
の
お
は
な
し
ま
つ
り

あ
そ
び
じ
ゅ
く

｢

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会｣

飲
み
物
、
上
履
き
、
タ
オ

持
ち
物

ル
、
着
替
え

な
ど

希
望
者
に
は
、
公
民
館
か

そ
の
他

ら
会
場
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
「
山
古
志
村
・
青

空
冒
険
塾
」
と
の
合
同
事
業
で
す
。

３
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

14

（月）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

52

‐
２
０
２
０

21
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など今月の税金

納期３月31日

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

３
月

日

時
〜

時

24

（木）
10

15

市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

３
月

日

時
〜

時

16

（水）
10

15

市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

ゴミの収集

冬期間不便をおかけしていたゴミ収
集については、次のとおり行います。
燃えないゴミの収集を再開します◆
冬期間中止していた燃えないゴミ

の収集を、３月14日(月)から再開し
ます。
◆燃えるゴミの収集を通常に戻します

冬期間、一部地域で集積所の移動
や収集回数の変更を行っていた燃え
るゴミの収集についても、３月14日
(月)から通常どおりに戻します。
◆ペットボトルの収集を再開しました

ペットボトルの収集については、
３月３日(木)から再開しました。
(２月18日発行のおしらせ版に掲載)

環境衛生課 ５３－２４７７問合せ

ほ
だ
れ
祭

越
後
早
春
の
奇
祭

時
〜

と

き

３
月

日
13

（日）
11

来
慶
商
店
前
（
下
来
伝
）

と
こ
ろ

来
慶
商
店

‐
２
４
０
２

問
合
せ

58

とちおファミリースキー場
リフト運転は３月21日(祝)まで営業予定
トイレ、食堂は利用できます 問合せ：ふるさと交流広場 53 2390-

車
上
ね
ら
い
と
は
、
車
か
ら
お
金

や
物
を
盗
む
犯
罪
の
こ
と
で
す
。
平

成
十
五
年
中
に
県
内
で
、
四
千
百
十

車
上
ね
ら
い

六
件
発
生
。
そ
の
う
ち
五
四
・
〇
％

が
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
で
す
。

こ
の
犯
罪
は
、
わ
ず
か
な
時
間
に

被
害
に
遭
う
こ
と
が
多
く
、
被
害
の

三
分
の
一
が
車
を
離
れ
て
十
五
分
以

内
に
発
生
し
、
そ
の
九
割
近
く
が
カ

ギ
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
短
い
時
間

で
も
必
ず
カ
ギ
を
抜
き
、
ド
ア
を

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
ハ
ン
ド
ル
を
強
制
的
に
ロ
ッ
ク
す

る
機
具
な
ど
、
防
犯
グ
ッ
ズ
を
活

用
し
ま
し
ょ
う

・
車
の
中
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

自
動
車
盗
は
、
十
五
年
中
に
四
百

自

動

車

盗

二
台
発
生
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
自

動
車
盗
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
、

「
車
に
カ
ギ
を
か
け
な
い
」
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
短
い
時
間

で
も
必
ず
カ
ギ
を
抜
き
、
ド
ア
を

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
窓
は
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う

・
車
の
中
に
は
貴
重
品
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
自
宅
に
駐
車
す
る
場
合
で
も
ド
ア

を
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

・
明
る
い
場
所
に
駐
車
し
ま
し
ょ
う

・
自
宅
の
駐
車
場
に
は
電
灯
や
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
明
る
く
し

ま
し
ょ
う

平
成
十
五
年
中
の
県
内
の
空
き
巣

発
生
件
数
は
、
前
年
よ
り
一
七
・
〇

％
増
加
し
千
二
百
四
十
三
件
。
そ
の

う
ち
五
六
・
〇
％
が
カ
ギ
の
か
け
忘

れ
で
、
侵
入
口
は
四
割
程
度
が
玄
関
、

半
分
以
上
は
窓
か
ら
で
す
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
た
め
に

・
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ

を
か
け
ま
し
ょ
う

・
窓
に
も
補
助
錠
を
つ
け
ま
し
ょ
う

空

き

巣

※
九
割
以
上
の
泥
棒
は
、
侵
入
に

十
分
以
上
か
か
る
と
犯
行
を
あ

き
ら
め
る
と
い
う
統
計
が
あ
り

ま
す
。

・
ガ
ラ
ス
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
取
り
替

え
た
り
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ

た
り
し
て
、
簡
単
に
割
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
防
犯
性
能
の
高
い
カ
ギ
に
交
換
し

ま
し
ょ
う

・
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
自
分

の
家
に
限
ら
ず
、
不
審
者
が
い
た

ら
「
何
か
ご
用
で
す
か
？
」
と
声

を
か
け
ま
し
ょ
う

・
不
審
者
を
見
た
ら
警
察
に
通
報
し

ま
し
ょ
う

20
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

防
犯
対
策
で
街
頭
犯
罪
を
ス
ト
ッ
プ

県
内
で
は
、
車
上
ね
ら
い
や
自
動
車
盗
、
空
き
巣
な
ど
の
街
頭
犯
罪

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
に
よ
る
被
害
率
は
、

左
表
の
と
お
り
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
降
り
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
犯
罪
を
、
自
分
で
で
き
る
防
犯
対

策
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

！フィッシング被害に注意

フィッシングとは、銀行やクレジットカー
ド会社、ショッピングサイトなどを装った電
子メールを送付し、そこに貼り付けてある
「罠のサイト」に呼び込み、カード番号や暗

わな

証番号などを入力させ、それを入手する手口
です。
個人の金融情報などが漏れると、これを悪

用して現金を引き出されたり、本人になりす
まして不正な売買をされたりします。
個人情報やカード情報を問い合わせたり、

再設定を促したりするなど、不審な電子メー
ルやホームページに注意しましょう。
●フィッシングをしている偽のホームページ
を見つけた、フィッシングと思われるメー
ルが来た、フィッシングの被害に遭ってし
まったときは、気軽に最寄りの警察署に相
談ください。

栃尾警察署 ５３－０１１０問合せ

イラスト

自動車盗 空き巣車 上
ねらい

54％ 54％ 56％新潟県

26％ 29％ －全 国

８位 26位 －ワースト順位

※15年統計。空き巣は全国の資料がありません。

主な犯罪のカギのかけ忘れによる被害率

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -



出
発
日
・
対
象

３
月

日

３
月
１
日
〜
４
月

30

（水）

日
の
更
新
者
（
栃
尾
警
察
署

30バ
ス
停
９
時
発
）

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前
ま
で
に

申
込
み

交
通
安
全
協
会

‐
５
２
１
３

52

「
長
岡
・
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の

会｣(

不
登
校
を
考
え
る
親
と
教
職
員

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

長
岡
・
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
会

周
年
記
念
講
演
会

10

お
詫
び
と
訂
正

新刊の書棚から

アーカイブ星のものがたりおぼえていてね

新 刊 紹 介

３月25日(金)15時

新 金 橋 開 通

平成15年８月から２カ年事業で工事を進め
てきた市役所前の新金橋架替工事は、皆さん

かけか え

のご理解とご協力により今月下旬に完成し、
３月25日(金)15時から通行可能になります。
現在、橋の安全施設工事や取付道路工事を

行っているため、片側交互通行や全面通行止
めの交通規制を行っています。長い間ご不便
とご迷惑をおかけしていますが、完成までの
間ご理解とご協力をお願いします。
なお、橋の完成に伴い、人や車の流れが変

わることが予想されます。金町側の交差点に
信号機が設置されますが、交通事故にはくれ
ぐれも注意して通行ください。

建設課 ５２－５８２５問合せ

文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

▽
陶
芸
展(

道
楽
窯
の
会)

３
／

〜

15
（月）

27
（土）

▽
雪
割
草
展

（
栃
尾
雪
割
草
友
の
会
）

３
／

〜

19
（金）

21
（日）

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
で
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月

日

時
〜

時

と

き

20

（日）
10

16

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

（
長
岡
市
大
手
通
２
‐
２
‐
６
）

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、

内

容
身
体
障
害
者
の
相
続
、
遺
言
、
介

護
、
福
祉
、
成
年
後
見
申
立
お
よ

び
介
護
保
険
な
ど
に
関
わ
る
問
題

そ
の
他

相
続
・
遺
言
・
介
護
・

福
祉
無
料
相
談

を
解
決
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

※
面
談
相
談
…
事
前
予
約
が
必
要

電
話
相
談
…
予
約
不
要

‐
０
０
６
５(

当
日
の
み)

35

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

申
込
み
・
問
合
せ

ー
ト
に
い
が
た

０
２
５
‐
２
２

８
‐
１
７
２
７

は
た
ら
く
世
代
を
対
象
に
、
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

３
月

日

時

分
〜

と

き

17

（木）
18

30

時

分

20

50
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

は
た
ら
く
世
代
の

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

｢

シ
ア
タ
ー｣(

長
岡
市
寺
島
町
３

１
５)

ど
な
た
で
も

対

象

①
落
語
…
水
都
屋
艶
笑
さ

内

容

み

な

と

や

え
ん
し
ょ
う

ん
（
新
潟
落
語
会
会
長
）
②
講
演

…
櫻
井
浩
治
さ
ん
（
医
学
博
士
・

新
潟
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
）

無

料

受
講
料

３
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

11

（金）

で
に
長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部
地
域
保
健
課

‐
４
９

33

３
１

勤
め
て
い
た
中
小
企
業
が
地
震
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
、
事
業
停
止
・

倒
産
状
態
と
な
っ
た
影
響
で
賃
金
の

支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
人

た
ち
に
対
し
て
、
未
払
賃
金
の
う
ち

一
定
範
囲
を
国
が
代
わ
っ
て
立
替
払

い
す
る
「
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
新
潟
労
働
局
監
督
課

ま
た
は
長
岡
労
働
基
準
監
督
署
に
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

新
潟
労
働
局
監
督
課

０
２
５
‐

２
３
４
‐
５
９
２
２

長
岡
労
働
基
準
監
督
署

‐
８

33

７
１
１
、
労
働
相
談

０
１
２

い

０
‐
９
７
１
‐
４
４
３

未
払
い
賃
金
の立

替
払
制
度

22

|||||広報とちお17.3.5|||||

｢

ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
作
家
展｣

３
月

日

ま
で
好
評
開
催
中

25

（金）富川潤一「冬(野積の海)」

栃
尾
市
美
術
館
で
は
現
在
、
所
蔵
作
品
の
中
か
ら
冬
を
題
材
に

し
た
作
品
を
展
示
す
る
「
常
設
展
３

ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
作
家

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月

日

ま
で

会

期

25

（金）

午
前
９
時
〜
午
後

開
館
時
間

５
時
（
観
覧
券
の
発
売
は
午

後
４
時

分
ま
で
）

30
常
設
展
示
室

展
示
場
所

月
曜
休
館
。
た
だ

休

館

日

し
、
３
月

日

は
開
館
し
、

21

（月）

日

は
休
館
し
ま
す

22

（火）

観

覧

料

一
般
…
二
百
円

大
学
・
高
校
生
…
百
五
十
円

小
・
中
学
生
…
百
円

増井和弘「雪原」

臨

時

休

館

３
月

日

か
ら
４
月
８

26

（土）

日

ま
で
、
展
示
替
え
の
た

（金）
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

美
術
館

‐
６

問
合
せ

53

３
０
０

～県からのお知らせ～
救援物資を無料で配付します

このたびの中越大震災には、全国の皆さん
から善意の救援物資がたくさん届けられまし
た。この救援物資を、被災地（栃尾市内全
域）に住んでいる皆さんに無料で配付します。
なお、配付予定物資は変更することがあり

ます。また、駐車場、会場の混雑状況により
入場制限を行うことがあります。

３月20(日)10時～14時と き
栃尾市総合体育館ところ

食料品、肌着、タオル、大人配付予定物資
用・子ども用紙おむつ、シャンプー、使い
捨てカイロ など

新潟県中越大震災災害対策本部問合せ
救援物資・物流班

０２５－２８０－５９８７

越後早春の奇祭

ほ だ れ 祭
と き：３月13日(日)11時～ ところ：来慶商店前(下来伝)

※駐車場が少ないため乗り合いでおいでください 問合せ：来慶商店 58 2402-



春
の
さ
わ
や
か
な
風
に
揺
れ
る
樹

齢
約
百
年
の
し
だ
れ
桜
の
下
、
ミ
ス

し
だ
れ
桜
コ
ン
テ
ス
ト
や
歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
の
観
桜
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
元
山
野
菜
の
即
売
、
う

ど
ん
、
そ
ば
、
あ
ぶ
ら
げ
焼
な
ど
の

屋
台
も
出
店
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

栗
山
沢
の
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
、
「
ミ
ス
し
だ
れ
桜
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

歳
以
上
の
未
婚
の
女
性

対

象

18

で
、
栃
尾
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
１
年

間
協
力
で
き
る
人

ミ
ス
し
だ
れ
桜
２
人

選

出

賞
金
、
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
の

賞

品
ほ
か
、
参
加
者
全
員
に
豪
華
賞
品

所
定
の
申
込
用
紙
に
写

応
募
方
法

真
を
添
え
て
応
募
く
だ
さ
い

４
月

日

ま

応
募
先
・
問
合
せ

11

（月）

で
に
観
光
協
会

‐
１
１
９
５

51

ま
た
は
、
商
工
観
光
課

‐
２

52

１
５
１

募
集

ミ
ス
し
だ
れ
桜

!!

平成17年

３.18

午
前

時
〜
午
後
３
時

４
月

日
24

(日)

11

（
と
こ
ろ

栗
山
沢
桜
広
場
）

市の天然記念物｢しだれ桜｣

昨
年
の
ミ
ス
し
だ
れ
桜
コ
ン
テ
ス
ト

くん椎谷 政則
まさのり

（ 泉 ）
３月９日
３歳児

健診会場で

健 診 名 月 日 対象者生年月
７ カ 月 児 健 診 ４月８日(金) 16年8･9月生まれ
１歳６カ月児健診 ４月14日(木) 15年９月生まれ
３歳児歯科健診 ４月21日(木) 14年３月生まれ
３ 歳 児 健 診 ４月13日(水) 13年12月生まれ

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 別 月 日 対象者生年月
４月12日(火) 16年11･12月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ ４月19日(火) 17年１月生まれ
ポリオ１回目 ４月20日(水) 16年5～8月生まれ
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）
※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
４月26日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人は、おいでください。

保健師、助産師、母子保健推進員相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
４月27日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
４月８日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局健康福祉環境部問合せ ▼

33-4931
※事前に予約ください。

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、３歳児歯
科健診では、歯科健診があり
ますので健診前に歯を磨いて
おいてください。また、希望
者にフッ素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

人口 ２４,１６４人 男 １１,８１６人 女 １２,３４８人 世帯数 ７,４３０
市のようす

２月末現在

決
し
て
他
人
事
で
な
い
交
通
事
故
。

毎
日
ど
こ
か
で
悲
惨
な
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
困

っ
て
い
る
人
は
、
ま
ず
県
の
交
通
事

故
相
談
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

４
月

日

・

日

、

と

き

12

（火）

26

（火）

い
ず
れ
も

時
〜

時

13

15

長
岡
地
域
振
興
局
（
長
岡

と
こ
ろ

市
四
郎
丸
町
１
７
３
‐
２
）

県
交
通
事
故
相
談
所

巡

回

相

談

新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
０
‐
５
７
５
０

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

高
齢
者
を
対
象

３
月

日
ま
で

31
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

相談種別 相談時間 相談日

よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :

痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :

公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :

税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :

健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :

新
年
度
を
迎
え
、
歩
行
者
や
車
の
交
通
量
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

ふ
と
し
た
気
の
緩
み
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
近
の
交
通
事
故
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
次
の
４
点
を
重
点
に
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
と
、

思
い
や
り
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

②
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
安
全
速
度
の
励
行

４
月
６
日

〜

日

（水）

15

（金）

昨年の幼児交通安全教室

｢新潟県中越大震災復興宝くじ｣全国発売
～１枚からできる応援を～

県では、新潟県中越大震災による被災者の救済および被災
地域における復興対策事業の財源にあてるため、復興宝くじ
を発売します。
ぜひ、お近くの宝くじ売場でお求めください。

平成１７年４月１１日(月)～４月２６日(火)◇発売期間
１枚…２００円◇発売単価
平成１７年４月２８日(木)◇抽せん日
長岡市◇抽せん地
１等１億円×１０本 ２等２００万円×５０本◇主な賞金

県財政課 ０２５－２８０－５０３５問合せ

１等・前後賞合わせて １億５千万円

元気だしていこー！新潟

死者 傷者交通事故
２月 6件

17年累計 8件

0 人

0 人

6人

8人

～急発進、急加速、急ブレーキ、急旋回は危険！
みんなで安全運転を心がけましょう～



ふ
る
さ
と
栃
尾
の
風
景
、
記
憶
、

そ
し
て
地
域
の
誇
り
を
守
る
心
を
伝

え
る
公
募
展
「
栃
尾
ふ
る
さ
と
百
景

〜
誇
〜
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

７
月

日

〜
９
月
４
日

と

き

30

（土）

（日）

栃
尾
市
美
術
館

と
こ
ろ

募
集
作
品

日
本
画
、
洋
画
、

ア
ー
ト
部
門
…

書
道
、
彫
塑
・
工
芸
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど

…
俳
句
、
川
柳
、
短

ワ
ー
ド
部
門

歌
、
詩

な
ど

一
点
千
円

出
品
料

６
月
１
日

〜

日

出
品
申
込
み

（水）

24

｢

栃
尾
ふ
る
さ
と
百
景

〜
誇
〜｣

作
品
募
集

ほ
こ
り

ま
で
公
民
館

（金）

出
品
料
を
添
え
て
６
月

作
品
搬
入

日

〜
７
月

日

ま
で
栃
尾

28

（火）

12

（火）

市
美
術
館公

民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

栃
尾
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会
と

公
民
館
が
主
催
の
教
室
で
す
。
楽
し

い
仲
間
作
り
と
健
康
の
た
め
に
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

４
月

日
〜

日
ま
で
の

と

き

14

28

教
室
・
講
座

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

毎
週
木
曜
日
、
い
ず
れ
も

時
19

30

分
〜

時

分

21

30
市
民
会
館
２
階｢

小
ホ
ー
ル｣

と
こ
ろ

無

料

参
加
費

栃
尾
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

講

師
協
会
の
皆
さ
ん

栃
尾
市
フ
ォ
ー

申
込
み
・
問
合
せ

ク
ダ
ン
ス
協
会
・
大
橋

‐
３

53

８
２
３

年
々
増
え
る
体
脂
肪
と
体
重
。
汗

を
流
し
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

と

き

14

15

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

月
額
千
円

会

費

直
接
会
場
ま
で

申
込
み

金
内

０
９
０
‐
８
９
４

問
合
せ

３
‐
０
６
９
６

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
い
い
汗
流
し
ま

せ
ん
か
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
毎

と

き

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
と
ち
お

メ
ン
バ
ー
募
集

中
高
年
の
た
め
の
ソ
フ
ト

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
会
員
募
集

そ
の
他

週
①
火
曜
日
②
木
曜
日
、
い
ず
れ

も

時

分
〜

時

分

19

30

20

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

い
ず
れ
も
六
千
円

参
加
費

い
ず
れ
も

人
程
度

定

員

10

バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
拭
き
タ

持
ち
物

オ
ル
、
飲
み
物

３
月

日

、

日

、

そ
の
他

22

（火）

24

（木）

日

は
、
無
料
体
験
日

29

（火）
直
接
会
場
ま
で

申
込
み

諸
橋

０
８
０
‐
５
２
２

問
合
せ

３
‐
９
６
１
６

栃
尾
市
を
は
じ
め
長
岡
地
域
を
対

象
に
、
２
カ
月
間
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
を

開
始
し
ま
す
。

３
月

日

〜
４
月
ま
で

と

き

12

（土）

の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、
い
ず
れ

も

時
〜

時

19

22

電
話
番
号

♯
８
０
０
０

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

携
帯
電
話
・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

０
２
５
‐
２
８
８
‐
２
５
２
５

子
ど
も
の
急
な
病
気
（
発

内

容
熱
、
下
痢
、
吐
く
、
け
い
れ
ん
、

ひ
き
つ
け
な
ど
）
に
、
看
護
師
ま

た
は
医
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福

問
合
せ

祉
環
境
部

‐
４
９
３
２

33

小
児
救
急
医
療電

話

相

談
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観光ガイドブック

｢とちお紀行｣発刊

市制施行50周年にあたり、今日の栃尾の
姿を記録し、歴史・観光などをアピールす
るために、観光ガイドブック｢とちお紀行｣
を発刊しました。この機会に、ぜひ購入く
ださい。

1,300円価 格
Ａ４版内 容
カラー
15 2頁

販売・問合せ
栃尾市観光協
会(道の駅内)
51-1195

商工観光課
52-5827

親子で一緒に遊び、楽しく子育てしましょう。
中央保育所、白山保育所、東谷保育園、明星ところ

保育所、みどり保育園、芳香稚草園、双葉保育園、
善昌寺保育園、上塩保育園、天使幼稚園

１歳～３歳くらいの子どもと保護者対 象
保険料600円(年額)、おやつ代１回50円程度会 費

保健福祉課 ５２‐５８３６申込み・問合せ

あ そ び の 教 室
親子で楽しい時間を過ごしましょう。

４月～10月まで毎月２回、いずれも９と き
時30分～11時30分

総合体育館ところ
１歳～３歳くらいの子どもと保護者対 象
保険料600円(年額・申込時納入)会 費

生涯学習課 ５２‐２０２０申込み・問合せ

体育館であそぼう

守門岳
大雪庇ツアー第２回

と き：４月10日(日) 対 象：スノーシュー・かんじきなどの人

参加費：3,000円 申込み・問合せ：ファミリースキー場 53 2390-

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
は
、
土

地
・
家
屋
の
課
税
内
容
を
納
税
者
か

ら
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の

で
す
。
納
税
者
は
自
分
の
所
有
す
る

資
産
と
、
他
人
の
所
有
す
る
資
産
が

縦
覧
で
き
、
評
価
額
を
比
較
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
資
産
に
対

す
る
評
価
や
課
税
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

４
月
１
日

か
ら
５
月

縦
覧
期
間

（金）

２
日

ま
で
の
月
曜
〜
金
曜
日

（月）

(

祝
日
を
除
く)

８
時

分
〜

時

30

17

市
役
所
税
務
課

縦
覧
場
所

固
定
資
産
の
納
税

縦
覧
で
き
る
人

固
定
資
産
税

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

者
お
よ
び
そ
の
同
居
の
家
族
、
な

ら
び
に
代
理
権
の
あ
る
代
理
人

（
い
ず
れ
も
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

平
成

年
度
土

縦
覧
帳
簿
の
内
容

17

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所

有
者
、
課
税
標
準
額
、
税
額
な
ど

を
除
く
）所

在
、
地
番
、
地
目
、
地

土
地
…

積
、
評
価
額

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

家
屋
…

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
、
建

築
年

税
務
課
資
産
税
係

‐

問
合
せ

52

５
８
３
７

東
京
都
江
戸
川
区
立
二
之
江
中
学

校
の
生
徒
（
２
年
生
）
た
ち
を
家
族

の
一
員
と
し
て
迎
え
、
農
業
体
験
学

習
に
協
力
い
た
だ
け
る
農
家
を
募
集

し
ま
す
。

７
月

日

・

日

の

と

き

23

（土）

24

（日）

１
泊
２
日農

作
業
や
夕
食
交
流
会
な

内

容
ど
を
予
定

※
方
言
た
っ
ぷ
り
に
、
都
会
の
子
ど

も
た
ち
に
栃
尾
の
魅
力
を
存
分
に

味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

生
徒
数

人
。
１
軒
に

受
入
人
数

180

２
〜
５
人
宿
泊

中
学
生
の
農
業
体
験

受
入
農
家
募
集

３
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

31

（木）

で
に
農
林
課
農
業
振
興
係

‐
52

５
８
４
７

限
り
な
い
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え

て
く
れ
る
森
林
。
そ
の
森
林
を
私
た

ち
の
手
で
守
り
、

育
て
て
い
く
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る｢

緑
の
募
金｣

に
協
力
く
だ
さ
い
。

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

募
金
方
法

各
家
庭
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
林
課
林
政
係

‐
５

問
合
せ

52

８
４
７

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時

分
〜

時

分

時

間

30

17

15

※
た
だ
し
、
毎
週
火
曜
日
は
19

時
ま
で
延
長

市
民
課
の
窓
口

と
こ
ろ

（
閉
庁
日
）

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

８
時

分
〜

時

時

間

30

17

市
役
所
当
直
室(
１
階)

と
こ
ろ

※
閉
庁
日
の
り
災
証
明
の
発
行
は
、

３
月

日

で
終
了
し
ま
す
。

27

（日）

※
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

栃
尾
市
地
震
災
害
対
策
本

問
合
せ

部

‐
２
１
５
１

52
緑

の

募

金

中
越
大
震
災

｢

り
災
証
明｣

の
発
行
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市民会館・文化センターの
借館申請受付窓口が変わります

４月１日から、市民会館および文化セン
ターの借館申請受付窓口が生涯学習課（文
化センター１階）に変わります。
なお、市民会館と文化センターの電話番

号、使用方法などは従来どおりです。
生涯学習課 ５２－２０２０問合せ

最
近
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
た
偽
り
の
住
民
異
動
届
を
提
出
し
、
異
動

先
の
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
健
康
保
険
証
や
印
鑑
登
録
証
を
悪
用
す
る
、

「
借
金
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
件
」
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
事
件
を
事
前
に
防
止
す
る
た
め
、
住
民

異
動
の
届
け
出
の
際
、
届
出
人
の
本
人
確
認
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

４
月
１
日

〜

○
実
施
時
期

（金）
全
て
の
住
民
異
動
届

○
対
象
と
な
る
届
出

住
民
異
動
届
の
届
出
人

○
本
人
確
認
の
対
象
と
な
る
人

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

○
本
人
確
認
書
類

ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
外
国
人
登
録
証
な
ど
の
官
公
署
か
ら
発
行

さ
れ
た
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

※
健
康
保
険
証
な
ど
、
顔
写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
不
可

○
住
民
異
動
届
の
受
理
通
知

・
住
民
異
動
届
は
、
異
動
す
る
本
人
ま
た
は
世
帯
主
の
届
け
出
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
異

動
す
る
本
人
に
異
動
届
を
受
理
し
た
旨
の
通
知
書(

受
理
通
知)

を
送

付
し
ま
す
。
ま
た
、
同
一
世
帯
員
も
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
本
人
確
認
と
併
せ
て
受
理
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

・
異
動
者
と
別
世
帯
の
人(

代
理
人)

も
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
必
ず
異
動
者
本
人
が
記
載
・
押
印
し
た
委
任
状
が
必
要
で
す
。

代
理
人
は
、
委
任
状
と
代
理
人
本
人
の
身
分
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
も
、
異
動
す
る
本
人
に
受
理
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

市
は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
は
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
も
の
が
あ

り
、
発
行
手
数
料
は
１
枚
五
百
円
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
課
市
民
係

‐
５
８
３
５

問
合
せ

52

住
民
異
動
の
届
け
出
の
際
、を

行
い
ま
す

４月１日～

守門岳
大雪庇ツアー第３回

と き：４月３日(日) 対 象：スノーシュー・かんじきなどの人

参加費：3,000円 申込み・問合せ：ファミリースキー場 53 2390-
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平成17年度 乳幼児健診のお知らせ
保健福祉センター（新栄町） 午後１時までに集合☆会 場 ☆時 間

４カ月児健診 ７カ月児健診 １歳６カ月児健診 ２歳児・３歳児歯科健診 ３歳児健診 総合健康相談 子育て相談

毎月第２木曜 毎月第３木曜 毎月第２水曜 毎月第４火曜 毎月第４水曜奇数月の 偶数月の
第２火曜 第２金曜

26日 27日４月
８日 14日 21日 13日

16年８・9月生 15年9月生 － 14年３月生 13年12月生

19日 11日
10日

休み５月 16年12月生 17日
15年４月生 14年４月生 14年１月生

7年１月生1

28日 22日６月
10日 ９日 16日 ８日

16年10･11月生 15年10･11月生 15年５月生 14年５月生 14年２月生

19日 20日７月
12日 21日

17年２･３月生 15年６月生 14年６月生

18日 10日
12日 11日

16年12月生 15年12月生 23日 24日８月
15年７月生 14年７月生 14年３･４月生

17年１月生 16年１月生

27日 28日９月
13日 ８日 15日

17年４･５月生 16年２月生 15年８月生 14年８月生

25日 26日10月
14日 20日 12日

17年２･３月生 15年９月生 14年９月生 14年５･６月生

22日 30日11月
８日 10日 17日 ９日

17年６･７月生 16年３･４月生 15年10月生 14年10月生 14年７月生

休み12月
９日 15日 14日

27日
17年４･５月生 15年11月生 14年11月生 14年８月生

24日 25日１月
10日 12日 19日 11日

17年８･９月生 16年５･６月生 15年12月生 14年12月生 14年９月生

28日 22日２月
10日 16日 ８日

17年６･７月生 16年１月生 15年１月生 14年10月生

28日 22日３月
14日 ９日 16日 ８日

17年10･11月生 16年２月生 15年２月生 14年11月生16年７･８月生

※２歳６カ月児歯科健診は、乳幼児健診の見直しにより17年度から廃止します。
※やむを得ず日程を変更する場合がありますので、広報とちお「おしらせ版」で確認してください。

平成17年度 乳幼児予防接種日程表(集団接種)
市民会館２階☆会 場
午後１時10分までに集合(時間厳守)☆時 間

対 象 者 Ｂ Ｃ Ｇ

16年11月・12月生 ４月12日(火)
17年１月生 ４月19日(火)
17年２月生 ５月18日(水)
17年３月生 ６月23日(木)
17年４月生 ７月22日(金)
17年５月生 ８月25日(木)
17年６月生 ９月29日(木)
17年７月生 10月27日(水)
17年８月生 11月25日(金)
17年９月生 12月21日(水)
17年10月生 18年１月26日(木)
17年11月生 18年２月23日(木)
17年12月生 18年３月23日(木)

ポ リ オ
対 象 者 １回目 ２回目

16年５月～８月生 ４月20日(水) ９月７日(水)
16年９月～12月生 ５月12日(木) ９月21日(水)
17年１月～４月生 12月７日(水) 18年３月29日(水)
◎ポリオの接種量は、１回目も２回目も同じです。

※接種の際は、予診票をよく読んでペンで記入し、母
子手帳と一緒に持参ください。

※体温は、会場で測ってください。
※ＢＣＧおよびポリオの予防接種を受けた場合、ほか
の接種を受けるには27日以上の間隔が必要です。

※接種間隔の不足やお子さんの体調などで、該当の日
程とは別の日に受ける場合は、保健福祉課まで連絡
ください。

※やむを得ず日程を変更する場合がありますので、広
報とちお「おしらせ版」で確認してください。

栃尾市
ソフトバレーボール大会

と き：４月17日(日)受付８時30分 参加費：１チーム3,500円(当日)

ところ：総合体育館 申込み・問合せ：４月10日(土)までに事務局(渡辺) 53 2336-

広報とちお おしらせ版 17 3.18 (4)||||| |||||

平成17年度 健康診査のお知 せら

＜胸部レントゲン間接撮影・基本健康診査日程＞
月 日 時 間 会 場 対 象 地 区

7:30～11:00 市 民 会 館 金町、原町、巻渕５月20日
(金)

7:30～11:00 市 民 会 館 仲子町、東町、金沢５月23日
(月)

５月24日 大町、表町、大野町、滝7:30～11:00 市 民 会 館(火) の下町

５月25日 栄町、谷内１丁目、谷内7:30～11:00 市 民 会 館(水) ２丁目、旭町

新栄町、本町、鴉ヶ島、５月26日 7:30～11:00
市 民 会 館 水沢、岩野、楡原、山

(木) 13:00～14:00 屋、明戸

５月27日 山田町、新町、小貫、土7:30～11:00 市 民 会 館(金) ケ谷

５月31日 天下島、泉、菅畑、松7:30～11:00 お り な す(火) 尾、栗山沢、吹谷

６月１日 7:30～11:00 赤谷、小向、栃堀、下来お り な す(水) 13:00～14:00 伝、上来伝、寒沢

上の原町、栃倉、大倉、６月２日
7:30～11:00 お り な す 平、東が丘、宮沢、大川

(木) 戸

吉水、陶山、上樫出、下
樫出、二ツ郷屋、山口、６月３日

7:30～11:00 皆 楽 荘
熊袋、二日町、下塩、人(金)
面、文納

西中野俣、新山、繁窪、
田之口、西野俣、中、木７月27日

7:30～11:00 お り な す
山沢、森上、半蔵金、田( )水
代、北荷頃住宅団地

７月28日 北荷頃、一之貝、軽井8:00～11:00 荷頃小学校(木) 沢、比礼、本津川

滝之口、入塩川、本所、
島田、山葵谷、葎谷、平

７月29日
8:00～11:00 上塩小学校 中野俣、九川、塩中、梅

(金) 野俣、塩新町、天平、沖
布、大野原

※５月26日と６月１日は、午後も実施します。
※都合により指定された会場で受診できない場合は、ほかの
会場で受診してください。

◎年齢は、18年３月31日時点での年齢になります。
◎胸部レントゲン間接撮影、子宮がん検診は、対象年齢が変
わりましたので注意してください。

◎いずれの健診も、70歳以上の人は無料です。また、生活保
護世帯および住民税非課税世帯の人については、申し出に
より免除します。健診日の前日までに、保健福祉課で手続
きを行ってください。

◎各種健診の申し込みをしなかった人で受診を希望する人は、
保健福祉課まで連絡ください。

◎健康手帳を持参ください。

40歳以上で、事業所や医療機関な▽対象者
どで受けていない人

16歳以上で、事業所健診などを受▽対象者
けていない人

1,600円▽負担金
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70※

歳の人を対象に、肝炎ウイルス検診（節目
検診）を実施します。（負担金700円）

50歳以上で、胸部レントゲン検査▽対象者
の問診の結果必要と思われる人

800円▽負担金
会場で配付します▽喀痰容器

40歳以上の申込者▽対象者
胃がん検診…1,300円 大腸がん▽負担金

検診…500円
４月～８月（後日郵送する受診▽実施時期

票で日時、会場などを確認ください）

20歳以上の女性(ただし、16年度▽対象者
に受診した人は対象外)

100人(先着順)▽定 員
1,600円▽負担金
５月・６月▽実施時期
栃尾郷病院、木村クリニック▽医療機関
４月４日(月)から電話で保健福祉▽申込み

課保健予防係

40歳以上の女性(ただし、16年度▽対象者
に受診した人は対象外)

200人(先着順)▽定 員
視触診とマンモグラフィ(乳房レ▽内 容

ントゲン撮影)
2,500円▽負担金

検診日・会場▽

月 日 受付時間 会 場

市民会館
７月７日(木) 9:00～11:00
７月８日(金) 13:00～15:00

４月４日(月)から電話で保健福祉▽申込み
課保健予防係

胸部レントゲン間接撮影

市民の健康管理のため、市が実施する「健康診査」と、「乳幼児健診」・
「乳幼児予防接種」の日程などをお知らせします。

問合せ 保健福祉課 52－５８３６

基 本 健 康 診 査

胃がん検診・大腸がん検診

肺がん検診(喀痰細胞診)
かくたん

子 宮 が ん 検 診

乳 が ん 検 診

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー ◆がんばれ栃尾 ｢七転び八起き｣ダルマ展 ３／31(木)～４／14(木)
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長岡保健所管内狂犬病予防推進協議会により、下表の
巡回日程で狂犬病予防注射が行われます。
生後３カ月以上経過した子犬、未登録犬の登録もあわ

せて行います。近くの会場で、予防注射と登録を済ませ
てください。
＜巡回日程＞

日 時 会 場
9:30～ 9:50 産業交流センターおりなす前
10:00～10:15 栃堀区事務所前
10:35～10:45 入東谷生活改善センター前
11:00～11:10 ふるさと会館前（西中野俣）

４月19日 11:40～11:50 清水屋商店前（比礼）
(火) 13:30～13:40 一之貝担い手センター前

13:50～14:10 西谷地区開発センター前
14:20～14:30 西谷生活改善センター前
14:40～14:50 森上集落センター前
9:30～ 9:45 小貫公民館前
10:00～10:10 旧農協川谷事務所前
10:30～10:45 旧農協人面事務所前

４月20日 11:00～11:20 農協下塩谷支店前
(水) 13:20～13:35 二日町ライスセンター前

13:55～14:05 塩谷地区開発センター前
14:20～14:30 梅野俣公民館前
14:50～15:05 旧入塩川小学校前

9:30～11:30 総合体育館前
４月21日
(木)

＜料金など＞
… 6,100円(登録料金＋注射料金)新規登録・注射

… 3,100円(注射料金のみ)継続注射
環境衛生課生活環境係 ５３－２４７７問合せ

狂犬病予防注射のお知らせ
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ま
し
た
。

な
お
、
既
に
建
て
ら
れ
て
い
る
住

宅
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
条
例
に

よ
り
適
用
時
期
（
２
年
か
ら
５
年
の

間
）
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
栃
尾
市
火
災
予
防
条
例
に
つ
い
て

は
、
今
年
６
月
の
定
例
市
議
会
に

お
い
て
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

栃
尾
市
消
防
本
部
警
防
課

問
合
せ

予
防
係

‐
１
１
５
５

52

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
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｢
春
の
火
災
予
防
運
動｣
新
潟
県

※
４
月
１
日
午
前
８
時

分
、
各
地
区
と
消
防
署

30

の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
、
半
鐘
を
打
鐘
し
ま
す
。

す
い
め
い

は
ん
し
ょ
う

だ
し
ょ
う

全
国
統
一
標
語

｢

火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て｣

こ
れ
か
ら
春
を
迎
え
、
空
気
が
乾
燥
し
、
わ
ず
か
な
火
源
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
潟
県
で
は
４
月
１

日
か
ら
４
月
７
日
ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
統
一
標
語
を
合
言
葉
に
、
一
人
一
人
が｢

火
の
用
心｣
に
努
め
、

不
注
意
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

通

報

者

①通報

③通話

長
岡
市
消
防
署

栃尾市内から携帯電話で１１９番通報すると、長岡
市消防署につながり、それから栃尾市消防署に転送さ
れます。携帯電話で１１９番通報するときは、次のこ
とを守ってください。
①車の場合は停車し、歩行の場合は歩きを止めて通報
する。
②現場が「栃尾市」であることを告げ、「火事」また
は「救急」かを話す。
③現場の詳しい住所や目
標となるもの（△△商
店の隣など）、状況を
話す。
④通報者の氏名、電話番
号を告げる。
⑤通報後10分ぐらいは、
電源を切らない。（消
防署から問い合わせを
することがあります）

山火事予防運動
～全国統一標語～

｢小さな火 山に捨てると 大きな火｣

例年、４月から５月にかけて林野火災
や枯草火災が多発しています。次の注意
事項を守り、山火事を予防しましょう。
＜注意事項＞
◎ハイカーなどの入山者は、火の取扱い
に十分注意する
とともに、たば
この吸いがらは
必ず消し、投げ
捨てない。
◎特に、晴天が続
き乾燥した日や
風の強いときは、
火の取扱いを控
える。
◎火遊びはしない。

栃
尾
市
消
防
署

②転送

中越大震災復興支援展覧会

「震度７ それでもわが大地を愛す」
と き：４月３日(日)まで、9時30分～17時 入場料：無 料

ところ・問合せ：県立歴史博物館(長岡市) 47 6135-



個
別
労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

と
は
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
発
生
し
た
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
紛
争
（
個
別
労
働
関
係
紛

争
）
を
新
潟
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
員
が
公
平
・
中
立
な
立
場
で
、

労
働
者
と
事
業
主
の
言
い
分
を
聞
き
、

解
決
の
た
め
の
適
切
な
助
言
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
の
利
害

を
調
整
し
、
早
期
解
決
を
促
す
制
度

で
す
。

あ
っ
せ
ん
申
請
は
、
新
潟
県
労
働

個
別
労
働
関
係

紛
争
の
あ
っ
せ
ん

委
員
会
に
直
接
申
請
す
る
方
法
の
ほ

か
、
長
岡
地
域
振
興
局
を
経
由
し
て

申
請
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

新
潟
県
労
働
委
員
会
事
務

問
合
せ

局
総
務
課

０
２
５
‐
２
８
０
‐

５
５
４
６

新
潟
県
職
員
互
助
会
で
は
、
緑

（財）
化
推
進
・
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
、
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

活
動
支
援
事
業

次
の
全
て
の
条
件

補
助
対
象
事
業

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要

①
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
緑
化

・
環
境
保
護
活
動
（
調
査
・
研

究
の
み
を
除
く
）
で
営
利
を
目

的
と
し
な
い

②
活
動
の
範
囲
を
県
内
と
し
、
将

来
的
に
継
続
し
て
展
開
さ
れ
る

事
業

③
事
業
の
成
果
が
地
域
住
民
に
広

く
還
元
さ
れ
る
こ
と

な
ど

次
の
全
て
の
条
件

補
助
対
象
団
体

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要

①
県
内
に
住
所
を
置
く
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
町
内
会
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地

域
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
）

で
、
２
年
以
上
の
活
動
実
績
が

あ
る
こ
と

②
お
お
む
ね
５
人
以
上
で
構
成
さ

れ
る
団
体

な
ど

管
理
運
営
経
費
を

補
助
対
象
経
費

除
い
た
事
業
に
直
接
要
す
る
経
費

（
飲
食
費
は
原
則
対
象
外
）

補
助
対
象
経
費
か
ら
他

補
助
金
額

団
体
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
事

業
費
の
１
／
２
以
内
（
上
限

万
30

円
、
下
限

万
円
）

10

３
月

日

ま
で

応
募
・
問
合
せ

31

（木）

に
〒
九
五
〇
‐
八
五
七
〇
新
潟
市

新
光
町
４
番
地
１

新
潟
県
職
員

（財）

互
助
会

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５

５
１
１

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
小
泉

内
閣
の
大
臣
な
ど
が
広
く
国
民
の
意

見
を
聞
き
、
直
接
語
り
か
け
る
こ
と

で
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
ま
た
、
政
策
形
成
に
参
加

す
る
機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
ね

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

共
催
団
体
募
集

ら
い
と
し
て
、
全
国
各
地
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

内
閣
府
で
は
、
各
地
で
活
動
し
て

い
る
や
る
気
と
熱
意
の
あ
る
共
催
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
大
臣
官
房
タ
ウ
ン

問
合
せ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当

０
３
‐
３

５
８
１
‐
１
５
５
６

URL:http
://www8.cao.go.jp/town/
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月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

４

４月１日から
個人情報保護法が全面施行されます

●だれもが安心してＩＴ社会の便益を享受するため
の制度的基盤として、平成15年５月に成立・公布
された個人情報保護法が平成17年４月１日から全
面施行されます。
●個人情報取扱事業者は、個人情報の利用目的を明
らかにし、その範囲内で取り扱わなければなりま
せん。また、本人の同意を得ずに個人データを第
三者に提供することは原則禁止されるほか、安全
管理措置、従業者や委託先の監督など個人情報の
適正な取扱いに関するルールが適用されます。
●自分の個人情報については、事業者に開示などを
求めることができます。また、個人情報に関する
トラブルや疑問は、その事業者に申し出るほか、
認定個人情報保護団体や地方公共団体、国民生活
センターの苦情相談窓口などに相談ください。
※詳しくは、内閣府国民生活局ホームページ〈http
://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.htm
l〉をご覧ください。

☆
春
の
特
別
展

｢

発
見
！
ふ
る
さ
と
の
大
地｣

〜
に
い
が
た
地
質
情
報
展
〜

３
月

日

〜

と

き

19

（土）４
月
３
日
（日）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
春
番
組

｢

翔
け
ろ
！

か

日
本
か
ら
星
の
世
界
へ
〜｣

６
月

日

ま
で

と

き

12

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

▽
３
日

①

時

☆
各
種
教
室

（日）

13

〜
②

時
〜
③

時
〜｢

ス
ラ

14

15

イ
ム｣

▽

日

①

時
〜
②

10

（日）

13

時
〜｢

か
ら
く
り
の
世
界｣

▽

15
日

時
〜

時｢

ロ
ボ
ッ

16

（土）
10

16

ト
サ
イ
エ
ン
ス
教
室(

要
予

約)｣

▽

日

時
〜

時

17

（日）
15

16

｢

昼
間
の
月
や
金
星
を
観
察
し

よ
う｣

▽

日

時
〜

時

23

（土）
13

15

分｢

細
胞
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取

30り
出
そ
う(

要
予
約)｣

▽

日
24

時
〜

時｢

プ
ロ
ペ
ラ
飛

（日）
13

15

行
機
工
作
教
室｣

▽

日
26

（火）
19

時
〜

時｢

星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン

21

グ(

要
予
約)｣

▽

日

時

29

（祝）
13

分
〜

時

分｢

花
木
園
で

30

14

30

遊
ぼ
う｣

、
①

時
〜
②

時

13

14

〜
③

時
〜｢

紙
と
ん
ぼ
工
作

15

教
室｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

休
館
日

場
合
は
火
曜
日
）
の
定
休
日
の

ほ
か
、

日
19

（火）

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

県
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
犯

罪
が
発
生
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
め
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

県
民
電
子
会
議
室
で
意
見
交
換
し
て

み
ま
せ
ん
か
。県

の
安
全
・
安
心
な
ま

参
加
方
法

ち
づ
く
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録

票
に
記
入
し
て
提
出

テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ル
ー
ル
の
厳
守

発
言
。
法
令
な
ど
を
守
り
、
公
序

良
俗
に
反
し
な
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
電
子
会
議

ル
ー
ル
が
守
ら

投
稿
内
容
の
取
扱

れ
て
い
な
い
場
合
や
管
理
者
が
円

滑
な
会
議
室
の
運
営
を
妨
げ
る
内

容
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

内
容
を
全
部
ま
た
は
一
部
削
除

発
言
者
の
メ
ー
ル
ア
ド

留
意
事
項

レ
ス
は
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を

通
じ
て
ほ
か
の
登
録
者
に
も
公
開

（
登
録
し
て
い
な
い
人
が
閲
覧
し

て
も
、
発
信
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
知
る
こ
と
は
不
可
）

新
潟
県
県
民
生
活
課
安
全

問
合
せ

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
班

０
２

５
‐
２
８
０
‐
５
２
４
９

Email:t0301107@mail.pref.n

iigata.jp
URL:http://www.pref.niigat
a.jp/seikatsukankyo/kenmi
nseikatsu/bouhan

県
内
で
は
、
年
々
灯
油
類
な
ど
の

漏
え
い
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
冬
季
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で

漏
え
い
事
故
が
多
く
、
火
災
の
危
険
、

河
川
の
環
境
悪
化
お
よ
び
上
水
道
取

水
へ
の
影
響
な
ど
、
深
刻
な
事
態
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

◆
油
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉

め
た
か
確
認

◆
除
雪
す
る
際
は
油
の
配
管
を
破
損

し
な
い
よ
う
に
注
意

◆
屋
外
の
配
管
が
雪
、
融
雪
に
よ
り

破
損
し
な
い
よ
う
注
意

◆
油
送
設
備
の
操
作
ミ
ス
、
誤
作
動

に
注
意

※
誤
っ
て
油
を
漏
え
い
さ
せ
て
し
ま

っ
た
、
水
路
・
河
川
な
ど
に
油
が

流
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
と
き

は
、
消
防
署
ま
た
は
警
察
署
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

県
環
境
対
策
課

０
２
５

問
合
せ

‐
２
８
５
‐
５
５
１
１

油
流
出
事
故
に
注
意

２
月

日
か
ら
新
潟
‐
名
古
屋
方

17

面
の
航
空
路
線
が
、
こ
れ
ま
で
の
３

便
／
日
か
ら
６
便
／
日
に
増
便
さ
れ

ま
し
た
。
名
古
屋
を
は
じ
め
中
部
地

方
へ
の
出
張
や
旅
行
は
も
ち
ろ
ん
、

中
部
国
際
空
港
か
ら
乗
り
継
い
で
欧

州
な
ど
へ
の
旅
行
に
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
愛
・
地
球
博
が
３
月

日
25

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

（金）に
、
観
光
に
、
新
潟
‐
名
古
屋
方
面

の
航
空
路
線
を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

新
潟
‐
名
古
屋
方
面
路

線
が
増
便
さ
れ
ま
し
た

新
潟
空
港
‐
中
部
国
際
空
港

…
８
時

分
・

時

分

新
潟
発

00

15

35

・

時

分

19

40

…
７
時

分
・

中
部
国
際
空
港
発

25

時

分
・

時

分

13

35

17

55

新
潟
空
港
‐
名
古
屋(

小
牧)

空
港

…
９
時

分
・

時

分

新
潟
発

35

16

55

・

時

分

19

15

…
８
時

名
古
屋(

小
牧)

空
港
発

20

分
・

時

分
・

時

分

15

40

18

00

※
飛
行
時
間
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
空
港
課

０
２
５
‐
２

問
合
せ

８
０
‐
５
４
７
１
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越後杉を使って
住宅を再建しませんか？

～越後杉で家づくり復興支援事業～

県では、越後杉(新潟県産杉)を積極的に利用し、
住宅を再建する中越大震災の被災者を支援します。

住宅再建に必要な越後杉を購入する経費対 象
越後杉購入費の１／２以内(上限100万円)支援額
次の全ての条件を満たすこと支援の条件

・栃尾市など、中越大震災における災害救助法の
適用地域で、一部損壊、半壊、大規模半壊、全
壊のいずれかのり災証明を有する被災者の居住
に供する再建であること。
・再建される住宅の床および壁の構造材には、越
後杉のうち「にいがたスギブランド材」が８割
以上使用されること。

住宅を再建する大工や工務店などが、市を申 請
通じて(財)新潟県中越大震災復興基金に申請

長岡地域振興局農林振興部林業振興課 ３問合せ
８－２５７２または、農林課林政係 ５２－５８
４７

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
納
税
の
た

め
の
資
金
手
当
や
納
付
の
期
限
に

十
分
注
意
し
、
期
限
内
に
申
告
・

納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
は
、
消
費
者
が
負
担
し
て
い

る
税
で
す
か
ら
、
納
付
期
限
の
３

月

日
ま
で
に
確
実
に
納
税
さ
れ

31
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
納
税
資
金
の
備
蓄
な
ど
に
よ
り
、

期
限
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

②
個
人
事
業
者
の
人
は
、
振
替
納

税
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
期
限
を
経
過
し
て
も
納

付
せ
ず
放
置
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
財
産
の
差
押
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

④
期
限
後
申
告
あ
る
い
は
修
正
申

告
を
す
る
場
合
は
、
本
税
と
併

せ
て
延
滞
税
と
加
算
税
の
納
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
直
ち
に
納
付
で
き
な
い

場
合
は
、
早
め
に
長
岡
税
務
署

‐
２
０
７
６
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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